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はじめまして。今回から片桐ユズルさんから編集を引き継ぎました。編集者が交替したのに，いきなり

No.66号を寄稿記事から始めるのは唐突に思いましたので，借越ながら，ご挨拶を兼ねて，巻頭言を書く

ことにしました。

私は数年前に大学を退職しましたが，現役最後の 4年間は「子ども教育学科」で教職課程で授業を担当

していました。英語活動が必修となり 2年が経過しました。指導上で学校現場が様々な課題を抱えている

のに，文科省は英語の教科化を視野に入れて検討をしています。英語活動では英語に触れさせて，遊ばせ

て，体験させることに主眼が置かれています。英語をコミュニケーションの手段として教えるとなってい

ます。ライテイングは教えない，文法も教えない。従って， hungry， sleepyといった単語は，絵やジェ

スチャーを通して理解させます。また，チンプンカンプンの chants練習もあります。担任は，英語を間違っ

ても下手でもいいから跨踏せずに楽しそうに英語を使うことが求められています。児童に文法なんかを気

にせずに単語や文を丸覚えさせ，塊で刷り込もうという指導です。英語の仕組みを教えずに， r英語をた

くさん聞いて話してみよう」です。ところが，中学校に進学すると， r楽しむJ英語から，教科として「学

習する」英語に変わります。これまで塊で丸暗記してきたフレーズや文をバラバラにすることになります。

「中 1ギャップJというカルチャーショックの中で英語学習はその一つです。文科省の調査では， r英語活

動が好きJ(rどちらかといえば好き」を含む)という児童は 73.9%でしたが，裏を返せば，三割弱が「嫌い」

ということです。また，児童の満足度「よくできているJrだいたいできている」は 60.2%でした。一方，

他の教科の授業が分かると答えた児童は約 70%でした。昨年秋に『中央公論J(2013年 11月)で「特集:

英語の憂欝一日本人の最大のコンプレックスjを読みました。覆面座談会「小学校英語教育問題はここだ」

は，まさにその実態が明らかになる内容です。教科化に向けて小学校での英語活動の根本的な改善が望ま

れます。
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やってみせ
片桐ユズル

最近とても居心地が悪いが，内部的なこ

とでもあり，かつ言語化しにくい領域でもあ

る。 GDMはGradedの名の示すとおり，手

順がみごとに整えられているから，手順のと

おりに授業をすすめていけば，学習は自然に

うまくいくはずで、ある O まったくはじめての

先生方にそのことを示す機会が最近ぐっと増

えた。それにしたがって やってみせる方々

もなれっこになって，まずはあれをして，こ

れをして，次はあれをして，これをして， と

頭の中で手順が確立している O

まずは 1，Y OU， He， She， It， Theyからはじ

めます。しかしちょっと待った。はじめて

の先生方のまえで Theyまでやってみせるの

は，やりすぎではないか?最初の 1レッスン

でどうしても Theyまで行-かなくてはならな

いような印象をあたえるおそれがある。もち

ろん，相手の生徒しだいでは今日はItまで

でやめておくのいがよいかもしれない， と口

で説明することはできる。しかし実演の印象

は強いものであるから 気をつけなくてはな

らない。

1/Youについては むかしチャペルさんに

じっと見つめられ，人差し指だか中指を立て

て，こちらへ来いというふうにジ、ェスチャー

された。すると，どうしても行かなくては

ならないような気持ちになって出ていってし

まったのだった。最近の傾向としては，先生

は出ていったかとおもうとすぐに，だれかを

手招き(しかも日本式に)して出て来てもら

うO まるで先生はクラスのみんなの注意を

避けるかのように手早く“1"と“You"を言う

段階に入る O 実は ここで起こってほしいこ

とは，これから何がはじまるのだろう，とい

う期待と好奇心でいっぱいの瞬間だ。先生が

入って来る，クラスの前に立つ，何もしない，

何も言わない，いったい何がはじまるのだろ

う? 一方，先生は“1/You"のやってみせの

適任者を決める，あまり恥ずかしがりではな

く，英語ずれもしていないで，よい協力者に

なりそうなのはだれかしら?

クラス全体の注意をジワーッと集めること

の重要性は，“It"の導入のときも，物ならな

んでも“1t"だと，次から次へ物を見せるので

はなくて，クラス全体の共通理解ができたも

のを“1f'と言う O 共通理解の有無は，あとに

なって“the"の使い方で役にたっ。面白そう

な物を次から次へと見せまくるのは，実は先

生自身に注意が集まるのを避けたいストラテ

ジーかもしれない。

やってみせクラスの生徒であることも，

うっかりしていると先生よりも良い発音をし

たりしている。かとおもうと，音声教材をリ

ピートしているつもりでも その音を再生し

ているのではなくて 自分の頭の中にある音

を自動的に出している。あるいは全然はじめ

ての外国語の場合に 生徒が日本語の音を出

していてもなかなかなおさない。発音はい

つでも未知の世界への鍵である o Language 

Researchの教材で，“1am here，"の“1"は

「オーィJと聞こえた。あるいはピル先生は

何かをいっしょうけんめい説明しようとし

て， iイエフ J と文章をはじめたo iあー，
そうか， If...なのだな」とわたしは O.何秒か

遅れて認知した。発音記号で [1] という音

なのだな。“Itis here"の [It] なのだ。ある

ひとは自分の出身地を「プオストン」だと言っ

た。“Boston"に含まれる“o"の字は，アメリ

カ英語でよくあるような [a]にはならない

のだな，ということがわかった。

(4/6/2014，未完)

q
L
 



Intertextuality (間テクス卜性)から考える

Wider Basic English 

まえがき

本稿は英語の文語体表現よりも特にくだ

けた口語的 informalな表現をC.K.Ogdenの

Basic Englishを尺度に考えようとするもの

である O このためにはやや拡張した形態の

Basic Englishを設定してみると都合がよい

ように思える。本稿ではそれを仮称 Wider

Basic English (略称 WiderBasic) と命名し

説くこととする〔拙稿 (2013) では一般の

Basicの範障を扱った〕。こういう拡張Basic

を考えてみようとする趣旨の 1つはそうする

ことで本来の Basicのもつ輪郭を改めて見定

めることでもあるが 同時にさらに発展さ

せることで表現法に幅が出ると考えるわけ

である O たとえばBasicでも spring(春)は

〈跳びはねること→バネ→泉→春〉と大幅な

意味的 Expansion(拡張)に基づいているが

(，春Jは万物が躍動する季節)，本稿で新た

に意味拡張により考える WiderBasicも広義

のBasicと見なそうというわけである 0・From

Basic to Wider Basic'という考え方であるが，

これは輪郭が明確でないいわゆる near-Basic

とはまったく異質のもので語を増やしたり差

し替えたりするのではなくあくまでも語業体

系は Basic850 (+α)語とし，いくつかの

表現を無理のない範囲内での意味拡張で考

え，さらに用い方で若干の工夫をしようと

するやや高次の上級 Basic(Basic of higher 

order) となる O

近年，文学作品を Corpus(言語資料)と

した Textuality(テクスト性)の研究も進

んでいるがここでは Corporaとして 1つ

の原作西部小説と それに基づきト書きと

Colloquialism (口語体)による Dialogue(対

後藤

話形式)となる映画化脚本(シナリオ)， さ

らに原作小説の簡約書き換え版の 3者間での

細部の省略・差し替えなど絶妙に織り成すい

わゆる Intertextuali ty (間テクスト性)の観

点から見てみたい。第 1節で主に作品の意味

解釈をするが WiderBasicを考える Textual

analysis (テクスト分析)となる O 映画 DVD

ではシステム切り替えで英語字幕付きとし音

声と映像の一体化視聴や 消音モードでの字

幕英語の瞬時読みもよい。第 2節で私案とし

ての WiderBasicを具体的に説くが，命令形

に関して 1つ特異な案も提示することとな

るO

1. Jack Schaefer原作のアメリカ西部小

説 Shane(1 949) その映画化脚本，お

よび原作の簡約書き換え版の

Intertextuality 

“Shanel Shanel Come backl"という子役(当

時 10歳ほどの男児で Brandonde Wildeが

演じた)の叫び声が前方の山に反響する場

面で幕切れとなるあまりにもよく知られる

ハリウッドの不朽の名作西部劇映画 SHANE

『シェーンj(1953年公開)であるが，この

映画には特別な想いが筆者にある。子供の

頃この映画を見て主演の美男俳優 AlanLadd 

が演じる拳銃使いの名人 Shaneと，黒い帽

子・首に巻いた黒いパンダナ・黒ヴェスト・

黒手袋・黒ブーツの黒ずくめで腰には二丁拳

銃を付け常に白い歯を見せニヤリ，ニヤリと

笑いを浮かべあまりにも不気味で怖く悪

的(diabolical) な独特の風貌の殺し屋ガン

マン Jack Wilson (俳優Jack Palanceが扮し

た)による gunfightなど，強烈な印象とし
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て脳裏に刻みつけられたのである O 当時，相

当数の西部劇映画を鑑賞していたが George

Stevens監督・製作のこの映像文学的にも

優れた SHANEが最も印象に残っている O

DVDで視聴するたびに当時の想い出が蘇る。

これは Jack Schaeferの同名の原作アメリカ

西部小説 Shane(1949) が脚本・映画化さ

れたものである o Basicで言えばアメリカで

There never was a man like Shane. {シェー

ンのような男はいなかった}， There never 

was a motion picture like SHANE. {rシェー

ンJのような映画はなかった}，また The

Greatest Story of the West Ever Made {最

も偉大なる西部物語》などと評されるがそも

そも原作小説が文学作品として見事な出来な

のである O 脚本は A.B.Guthrie，Jr.によるが，

映画はテーマ・ミュージックとして Victor

Youngの 美 し い TheCall 01 the Faraωay 
Hills r遥かなる山の呼び声Jの曲がしっと

りと流れるなか高原を Shaneが馬に乗って

やって来るところから始まる O

原作者JackSchaefer (1907-1991)は西部

小説をいくつも書いているが，この驚くほど

素晴らしい出来栄えの Shaneが実は彼の処

女作で年齢的には 40歳を過ぎて世に出たこ

とになる。 Jack Schaeferは元来が新聞記者

でジャーナリストであったという点では先輩

作家 ErnestHemingway (1899-1961)とも

経歴が似ているので書き方上の共通点がある

とすればどこかも 1つの興味どころである o

J. Schaeferはこの処女作品 Shaneを書く前

に当時アメリカ文学界で注目の的となって

いた E.Hemingwayの小説をいくつか読ん

でいたと推測もされる o Hemingwayの作品

のように小説 Shaneも意味的に Symbolism

(象徴性)と Metaphor(隠除)を含んでい

るO ただしその文体は Readability(読みや

すさ)の観点からは Hemingwayのような簡

素・簡潔なものではない。一般的にこなれた

文体で書かれ情感の介入する文学作品の英文

を客観的叙述の格調正しい時事英文のように

軽くスラスラと読むのは日本人には容易で

はないが，アメリカ文学における Western

literature (西部文学)のジャンルとして

Shaneは代表的な Westernnovel (西部小説)

である。 Americanism(アメリカニズム/ア

メリカ語法)の香りも豊かで，その点では

Hemingwayなどの小説とはまた異質で、ある。

今日的なアメリカニズムの精神はその原点

として開拓時代に培われたわけでこれに触れ

るには小説としてはやはり西部小説が手早い

ものとなるが，小説Shaneは特に優れ注目

してよい。舞台は奴隷制存続派(南部諸州)

と反対派(北部諸州)の主張が契機となった

American Civil W紅(南北戦争) (1861-65) 

から 20数年を経た北西部 Wyoming州の出e

Teton Range (ティートン山脈)の景色を背

景に広がる高原の開拓地であり，小説冒頭で

時は 1889年の夏という設定になっている。

この年はまさにアメリカ開拓史上でも意味が

あり開拓地と未開拓地の境界線たる frontier

は事実上消滅し原住民の lndians(N ative 

Americans)の抵抗もなくなり，この翌年の

1890年に国勢調査が実施されそこで公式に

西部の frontierは消滅したとされた。映画も

Wyoming州が舞台である。小説の原作者J.

Schaefer は1892年に同州の JohnsonCounty 

(ジョンソン郡)で ranchers(大牧場主)と

homesteaders (開拓農民)の間で実際に起

こった大規模な戦争としてアメリカ西部開

拓史上でよく知られる JohnsonCounty War 

(ジョンソン郡戦争)をモデルとしてこの小

説を書いたようである O インデイアンやスペ

イン人などの居住する西部に入植している牧

畜業者 ranchersのあとに農民として入植し

たhomesteadersは南北戦争中の 1862年に

連邦議会で成立した HomesteadAct (ホー

ムステッド法)のもと 160エーカーの公有地
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を5年間無償で与えられた合法的自営農民で

あったが，悪徳牧場主が彼らを追い出そうと

し両者の間で紛争が絶えなかったわけであ

る。このあたりは原住民のインデイアンとの

闘いが終駕したのちの情況のハリウッド西部

劇映画の主テーマの lつである o J. Schaefer 

の小説 Shaneはこういう事情を背景にして

いる。これを基に映画脚本化され映像文学的

にも第一級の映画 SHANEとなったのであ

るO

いわゆる cowboysは南北戦争後の 20年間

に活躍したということになる o 原作小説でも

言及される箇所があるが 1886年には夏の干

ばつと冬の大寒波のため多数の牛が死に，そ

の結果 rustlers(牛泥棒)が横暴しその取り

締まりのためにも牧場主はプロの拳銃使いと

しての gunmen(殺し屋)に報酬を払って雇っ

たのである O 原作小説・映画ともその殺し屋

ガンマンが上記 Wilsonである。そして主人

公/主演の Shane自身も実はかつてそうい

うガンマンであり Wyoming州のこの地に流

れ者としてやって来たいわゆる outlaw(無

法者)で早撃ちの名手ということになってい

るO小説にも脚本にも書かれてはいないが0.6

秒の Shaneの早撃ちと言われている。拳銃

使いは先に銃を抜こうとした者が法的に責め

られ，抜こうとした者より先に打ち殺すのは

self-defense (正当防衛)だと見なされ法的

責任を逃れることができた。したがってガン

マンは競って相手が銃に手を掛けようとする

寸前に撃てる，あるいはあとから抜いても先

に撃てる早撃ちの技を磨いたわけである O し

かし Shaneは善悪の問題の最終的決着を銃

に頼る時代は終罵したと言うのである O アメ

リカ史上で‘Westward，hol' rさあ，西部へ!J 

という掛け声にも代表された西部への開拓も

その frontierが上記 1889年という年には

実上消滅したことがポイントとなる O その後

の開拓は Alaska方面など北方へと移行する

こととなるが，こういう開拓の歴史を通して

いわゆる frontierspiritが培われ今日なおア

メリカ人の魂として息づいているわけであ

るO

上で原作小説の象徴的意味と言ったが映画

もこの象徴性を含んだものとして見事に製

作されている O 小説 映画化脚本とも Shane

が馬に乗りやって来るのを最初に見届けるの

が観察力の特別に鋭い子供 Bob[JoeyJであ

る(以下，小説と映画化脚本で人物名が異

なる場合はこのように後者のほうを括弧[

]表記とする)0 Shaneに魅せられたこの子

供が終始事態を見届ける目撃者となり映画で

は重要な脇役を演ずる O 原作小説での語り手

の一人称 Iはこの子供の Bobであり，彼の

視点から書かれる O 少し具体例を見てみるが

以下ここでは原作小説 (novel)を N，脚本

(screenplay) をS，原作の簡約書き換え版

(rewritten version) をRで示す〔文中の破

線による前・中略および実線は筆者，以下同

様〕。

1a)“Bob it is. Y ou were watching me for 

quite a spell coming up the road." 

…“Yes. 1 was." 

…"1 like that. A man who watches 

what's going on around him will 

make his mark."一(N)

1 b) Shane: H e 11 0 ， b 0 y. Y 0 u w e r e 

watching me down there for 

quite a spell， weren't ya? 

Joey : Yes， 1 was. 

Shane : You know， I， 1 like a man 

who watches things goin' 

around. It means he'll make 

his mark some day. -(S) 

内容は Shaneが馬に乗り一軒の自営農民

のStarrett家族の住む家の前にたどり着き

そこで子供の Bob[JoeyJ と始めて言葉を

交わす場面である o 1a)のBobit is.は俳優
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Van Heflinが演ずる父親(JoeSt紅白tt)か

ら子供の名を紹介された Shaneが Soyour 

name is Bob.の意味で語りかけている部分で

あるが， 1a)， 1b) とも makehis markとい

う表現が用いられている。いわゆる Basicは

100%誰にも意味が明確でありたい。表現の

受け皿として Basicの拡張版としての Wider

Basicを設定しておくと都合がよく，広い意

味での Basicと考えることができる O 所有

格を用いる makeone's markは「成功する」

の意味で 10歳程度の子供 Bob[JoeyJが難

なくこの意味が理解できる点には注目して

おいてよい。 m品ce辺白 way，go a long way 

とか， 2語で goplaces， go f;訂などとも言う

がこの表現を確認するため書き換え簡約版

(J.Milne， 1973)を次に見てみる。

1c)“Well， Bob， 1 noticed you watched me 

very carefully as 1 came up the road. 

That's a good thing to do. A man 

who watches carefully what's going 

on around him will do well in life."一

(R) 

原作での m泊cehis markのように hisと

ほぼ必ず所有格となる点がやや慣用的表現

と考えられたためか，ここでは下線部のよ

うに dowellで書き換えられている。こう

いった語法的な問題は次節で焦点をしぼるこ

ととし本節での趣旨である作品『シェー

ンjの Textuality(テクスト性)からの見

方に論点をもどすこととする O テーマは上

で触れたワイオミング州ジョンソン郡戦争

と同じように，先に入植し牧畜業を営んで

いた Fletcher[Ryker Jというボスとその一

味が牧草地拡張のため邪魔になるとして合

法的に入植し自営農民として生活している

家族(父親 Joeと女優 JeanArthurが演ず

る母親 M訂ian，そして Bob[JoeyJの3人

家族)と他の農民家族を追い払おうとし紛

争が絶えず， もはや農民たちの生命さえ脅

かされている緊迫した情況を描くものであ

るo Fletcher [ Ryker Jはすでにプロのガン

マン Stark[J ackJ Wilsonを州都 Cheyenne

(シャイアン)から呼び寄せその機会を狙っ

ていた〔今日， Cheyenneは 毎年 7月の

Frontier Dayにrodeo(ロデオ)の催しの

あることでも知られている〕。予期されたよ

うにやはりその悲劇は起こった。近くに酒

場の Grafton'sとそれに隣接する雑貨庖があ

り，そこへ ErnieW right [Frank ‘Stonewall' 

TorreyJ という Joe Starrettの仲間の農民が

ウイスキーを買いに来たとき Wilsonが待ち

伏せしていた。小説では Ernieが Wilsonか

ら人種差別的虚言で侮辱の言葉を浴びせかけ

られそれに Emieが反論する。

2a)“That's a liel" shouted Ernie.“My 

mother wasn't no Indianl" 

“Why， you crossbred squatter，" 

Wilson said， quick and sharp，“are 

you telling me I'm wrong?" 

“I'm telling you you're a God-damned 

H訂 1"

“So-o-o・0，"said Wilson …“You'll back 

that. W rUlht. Or vou'll crawl out of 

here on vour bellv."一(N)

破線部は強意の Doublenegative (二重否

定)の用法である。 3つの下線部はもちろ

んBasicや WiderBasicではないが，ここで

は言説に注目する。 Wilsonからおまえの母

親はインデイアンだったと虚言を吐かれた

Ernieが最初と 2つ目の実線部で「嘘だ IJ.

「とんでもない嘘つき野郎 1Jと言っている。

3つ目の下線部ではそう言われた Wilsonが

「おまえはその言葉の重荷を背負い腹ばいに

なってこの地から出て行く運命となろう」と

言い返している O 小説でのこの言説を次に映

画化脚本で見てみる〔文中 6行目の破線は発

話上の Pause(休止)J。

2b) Wilson: They tell me they call you 
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‘Stonewall'. 

Torre : Anything wrong with that? 

Wilson : That's just funny. 1 guess 

t hev named a lot of 

that...Southern trash after 

old Stonewal1. 

_WÜ$Q!Ltq~~~__Q]j，JJ!._g(QP-ι.-Eιρ21f主.th.ι

g!g_1}~__QtJ.:・.

Torrey : Who'd they name you after? 

Or would you know? 

Wilson : 1'm swin豆 that'Stonewall' 

Tackson was trash himself. 

Him and Lee. and all the 

rest of them Re bs. Y ou. too. 

Torrey : you're a low-down lving 

Yankee. 

Wilson: Prove it.一(S)

ここでは Torreyが Wilsonから侮辱の言

葉をかけられているがすべて Wilsonによ

る畏で意図的に Torreyを怒らせるように仕

向け先に銃に手をかけさせ早撃ちで殺そう

としているのである。内容は上の 2a) とは

なるが「人はおまえを Stonewallと呼ん

でいるが滑稽だ，多くのあの南部の屑(く

ず)どもが老いぼれの StonewallJ acksonに

ちなんでそう呼ばれるがStonewallは屑だ，

Leeもそうだ，そして他の南部野郎もみんな

屑だ，そしておまえもそうだJと言われた

Torreyが「おまえは北部のヤンキーで卑劣

な嘘つき野郎だ」と言い返している O 米国史

上で独立以来から対立していた南北である

が，これは南北戦争のときの南軍の将であっ

た StonewallJ acksonと最高指揮官であっ

た RobertLee (北軍の総司令官は U.Grant

であった)の名を出しすべての南軍兵

(Rebs<Rebels) を見下すとともに，やはり

かつて南軍兵であった TorteyをWilsonが

屑だとけなしているのである O それに怒った

Torreyが Wilsonのことを「卑劣な嘘つき北

部人だJと言うと Wilsonは"Proveit." rそ
の言葉を証明せよJ(この場合は「銃を抜け」

の意味となる)と言いすでに黒い手袋を右手

にはめつつある。このあと短気な Torreyが

怒りのあまり銃に手をもっていこうとした瞬

間，それより先に拳銃使いのうまいガンマ

ンWilsonが銃を抜きすでに銃身を向け不気

味にニヤリと笑っている o Torreyは銃を抜

いても撃鉄も起こせないようなタイミングで

あったため銃身はまだ下向きのままの状態で

立ちすくんでいる O そこを Wilsonは無残に

も撃ち殺してしまう O そして酒場の中に悠々

と消え去っていく O そのあと画面外 (V.O.: 

Voice Over)で“Oneless sodbuster." rこれ

で百姓が 1人減ったJ(sodbuster = farmer) 

という声が聞こえる O この情景はあまりにも

残忍で，雨降りのあとのぬかるんだ泥と水の

上に彼は宙返りするように吹き跳ばされる O

しかし先に手を銃にもっていき撃つ意志を示

したのは Torreyだとして， Wilsonは正当防

衛となり責任は関われない形となる o 1950 

年代半ばに映画で見て特別に印象に残った場

面であるが， DVDで何度見返してもすさま

じい。ハリウッド西部劇映画史上でもこの場

面は特別なーコマであろう。

なお，文中イタリック体ト書きの Basicで

もある Wilsontakes out a J!love. He盤盆盆豆

zlove 0n. rウィルソンは片方の手袋を取り

出し，それを手にはめるJであるが， 2つの

下線部の語句整序法はそれぞれこれが正し

い。 Markedness(有標性)の観点からは前

者が Unmarked(無標)で後者がMarked

(有標)である。この場合・Wilsontakes a 

glove out. He puts on the glove.とは言え

ない (Non-sentence(*非文)J。なぜなら a

glove はNewinformation (新情報)で， the 

gloveが Old/Giveninformation (1日情報)だ

からでもある。呈 gloveが文末配置により

End-focus (文末焦点)となり，血豆 glove
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は文中に埋没する O 音的には Wilsontakes 

out a GLOVE. He puts the glove ON.とそ

れぞれ glove，onにNucleus(音調核)があ

りEmpathy(感情移入)もなされる。重要

なポイントである O 付け加えておくが冠詞で

は a(n) が Unmarked，theが Markedとな

るO また aglove， glovesなどでは単数形が

Unmarkedで複数形が Markedであるし，音

声的にはたとえば [fJ. [v ]では無声音の前

者が Unmarkedで有声音の後者が調音点は

同じでも声帯の振動を伴い Markedである O

次に 2a)，2b) の部分を書き換え簡約版

とスーパーインポーズする(重ね合わせる)

ことで見てみる。 WilsonのErnie[Torrey ] 

に対する言い回し方はやや異なっても侮辱の

言葉自体はまるで同類である。

2c)“… Anyway 1 can see you're a fool. • 
a farmer who keeps pigs." 

“1 haven't any pigs on my farm，" 

Ernie shouted at Wilson. "And 1 have 

never had any." 

“Are you telling me that I'm wrong?" 

Wilson asked quietly. 

“I'm telling you that you're a liar，" 

Ernie shouted loudly. 

“There is no man alive who has 

called me a liar人.“Savvou紅 esorrv. 

or vou'll crawl out of this saloon on 

vour stomach." -(R) 

これら 2a) ~ 2c) に共通する相手を侮辱

する言葉 trash(屑)， liar (嘘つき)， lying (嘘

つきの)が英語でいかに強烈なインパクトの

あるものであるかがわかる O 日本語とは大い

にニュアンスが異なり英語では相手を最低人

物だとけなすことになり生命さえ脅かされる

こととなるが，この Shaneという作品はすで

に先に触れたように 何かと象徴性を含んで

いる。ここでは旧約聖書の GenesisI創世記」

第3章に記される悪の象徴としてのヘピや，

Exodusl出エジプト記」第20章のMoses(モー

ゼ)の theTen Commandments (十戒)が

想起される O 牧畜業者の Fletcher[RykerJ 

らによりこのモーゼの戒律がいくつも破られ

ることになる O モーゼの十戒は神に対する義

務である最初の 3つの戒律と，人間に対する

義務の他の 7つの戒律に大別される(この

十戒のうちの 6つはいわゆる禁止戒律であ

る)が，作品 Shaneでは後者の 7つの戒

がすべて破られるかあるいは破られるかもし

れない緊迫した展開となる(最初の 3つに関

しては作品では直接的には語られない)。嘘

つきに関してはモーゼの第八戒律で Donot 

give false witness against your neighbour.と

ある (Basic聖書よりヲ|用，なおイタリック

体は筆者で Basic+α 用語以下同様)。英

語で You are a thief and a liar*! (おまえは

盗盤で豊三主だ!)などと言えばその意味

は強烈である (thi.イは Basic+α 韻文用語

の lつであるがli訂・は un-Basic)0 泥棒に関

しモーゼの第七戒律として Basic聖書では

Do not t北ethe property of another.と記し

ている O また 2a)，2c)のそれぞれ最後の下

線部で Wilsonが「おまえはその言葉の罪で

腹ばいになって地を這う」と言ったが，すで

に触れたようにこの言説と表現法は旧約・創

世記に記される嘘をっき AdamとEveをそ

そのかしたため手足がなく地を這う運命と

なった悪魔の象徴としてのヘピの暗示に思

える O 上記， Fletcher [RykerJ一味はガン

マン Wilsonを使って農夫の Ernie[TorreyJ 

殺した。これは Donot put anyone to death 

without cause.という十戒の第五戒律を破っ

たことになる O

さらに具体例として， J oe Starrett一家が

土地から出ていかなければMarianを犯す旨

の脅しの言葉を Wilsonが吐き，夫の Joeが

躍起となる場面が映画化脚本では省かれたが

小説のほうにある O これはモーゼの十戒中の
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姦淫に関する第六戒律 Donot be false to the 

married relation.また第九戒律 Letnot your 

desire be turned to your neighbour 's wife. 

を破ることである。モーゼの十戒は時空を超

えて正義とされ，人類普遍の法たるいわゆる

Natural Law (自然法)であり，これに背く

罪は大きいわけである o

この作品で銃の使われる最もクライマッ

クス的場面が酒場 Grafton'sのサロンに

Starrettの身代わりでやって来た小柄な

Shaneと長身の Wilsonとの直接対決で，酒

場には Fletcher[RykerJ と家畜飼育頭(映

画化脚本では彼の弟)の Morganもいる。映

画化脚本のほうでこの対決場面を見てみる O

3) Shane : So you're Jack Wilson. 

Wilson : What's that mean to you， 

Shane? 

Shane : I've heard about you. 

Wilson : Wha t ha ve you heard， 

Shane? 

Shane : 1've heard that vou're a low-

down. Yankee liar. 

Wilson : Prove it! 

Seeing Jack reach for his gun， Shane 

draws his and shoots him jirst. 

…(Omission)…. 

Joey : Shane. look out! 

…(Omission)…・一 (S)
最初の下線部「おまえは卑劣な北部の嘘つ

き野郎という噂だJと上の 2b)のTorreyが

Wilsonに言ったのと同じ侮辱の台詞を，今

度は Shaneが用いる(ここで Shaneは南部

の出身であることも分かる)。すると Wilson

はやはり“Proveit!"と言いまたも黒い手袋

を右手にはめている O イタリック体のト

き部分にあるように Wilsonが銃に手を掛

けようとするまさにその寸前の絶妙なタイ

ミングで ShaneはWilsonを撃ち殺す。 ト

きは省略したが，このあと Rykerも撃ち

殺す。そして小説にはない演出場面として

Shaneは六連発拳銃の Coltをくるくると見

事に回転させ皮ケースに収める。 しかしも

う1人Morgan(小説では Morganではなく

Fletcher)が二階のバルコニーから Shaneを

撃とうと狙っている O 実はこの現場に来てい

て戸口の片隅で事の一部始終を見守ってい

た子供 Joeyがそれに気づき，最後の下線部

“Shane， look out!" Iシェーン，危ない!Jと

大声で叫ぶ。Shaneはすかさず身をひるがえ

す早業で Morganを撃つ。 Morganはバルコ

ニーからもんどりを打って折れる木製の手す

りとともに階下に転げ落ちる O これまた映画

SHANEの稀にも見ない劇的場面で，小説や

脚本の文字とは違う映画の効果をかもし出

す。なお， Shane， look out!という叫び声に

関しては次節で改めて引き合いに出す。

Fletcher [RykerJ一味が消え去り，この

開拓地の盆地にやっと平穏がもどった感じと

なった。そこでShaneはJoeyに語りかける。

4) Shane : 1 gotta be going. 

J oey : Why， Shane? 

Shane :… (Omission)…. 

J oey : We want you， Shane. 

Shane : J oey. There's no livin耳 with，

with a killing. There's no 

ming back from one. Right or 

wrong， it's a brand， a brand 

that sticks. There' s no going 

back. Now you run on home 

to your mother， and tell her， 

tell her evervthing's all right 

and there aren't anv more 

Euns in this vallev. -(S) 

すなわち立ち去り際に ShaneがJoeyに

うのである O 最初の下線部は「人を殺すと

生きてはおれないのだ，もとには戻せない

のだ，善かれ悪しかれそれは熔印が押され

ることで消すことはできないわけだ」と言
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うo これも象徴的な意味を含んでいる O それ

は旧約・創世記第 4章に記されている Adam

とEveの長男で農夫の Cain(カイン)と，

弟で羊飼いの Abel(アベル)の話である O

Cainは神からの寵愛に関して Abelに嫉妬心

をもちある日，彼を畑に連れ出し殺してしま

い神から Andnow you are cursed from the 

e紅白… youwill be a wanderer in fiight over 

the earth.…〔上ですでに記したがイタリッ

ク体は Basic+α 用語〕と戒められる。その

罪で Cainは自分が誰かに殺されるのではな

いかと恐怖心を神に伝えると，神の御言は

And the Lord said， Truly， if Cain is put to 

death. seven lives will be taken for his. And 

the Lord put a mark on Cm  sοthat no one 

might put him to death.であった。上の 4)

の最初の下線部はこのあたりの聖書記述が見

え隠れしていると解釈できる O すなわち人

類最初の殺人者 Cainは神の慈悲により許さ

れ殺されず子孫を残す身とはなったが，殺

人者の熔印を押され地をさまよう流れ者と

なった。ここでは Shane自身がそういう熔

印を押された者と解釈できる O 文中で brand

という語が用いられているが，英語で the

brand of Cain (カインの熔印)と言うと殺

人罪のことである O そして 2番目の下線では

ShaneはJoeyに「お母さんのもとへ帰り万

事心配ないと言って欲しい，この盆地にはも

う銃はないと伝えておいて欲しいのだJと言

うO この言葉からは ShaneのMarianに対す

る特別な情念 (feelingof love)も感じとれる O

ところで Fletcher[RykerJ一味との銃に

よる決闘で次の場面がある。これも映画化脚

本で見てみる O

5) Joey : 1t's bloodvl You're hurtl 

Shane : I'm all right， J oey. Y ou go 

home to your mother and 

father and grow up to be 

strong and straight. And， 

J oey'" take care of them. 

bo出 ofthem.一(S)

最初の下線部「血が出てる!ケガしてる IJ 
は，実は Shaneも撃たれ血を流しているの

にJoeyが気づく場面である o Shaneもやは

り撃たれているのである o 2つ目の下線部

はShaneがJoeyに「両親を大切にしなさ

い」と言っているがこれはやはり上記，モー

ゼの律法である十戒の第四戒律 Givehonour 

to your father and to your mother， so出at

your lzfe may be long in the land which the 

Lord your God is giving you.という「汝の

父母を敬えJが想起されるo これでモーゼの

十戒のうち人間に対する義務の 7つがすべて

象徴的に含まれていることになる。小説には

神に対する義務の Sabbath(安息日)につい

ても間接的に言及される箇所があり，モーゼ

の 10の戒律が作品『シェーンJですべて示

される O なお最初の下線部の Shaneの出血

状態の描写が原作小説では具体的になされて

いる O それを次に引用する O

6)…1 noticed on the dark brown of his 

shirt， low and just above the belt to 

one side of the buckle. the darker 

spot gradually widening.… The 

stain on his shirt was bigger now， 

spreading fanlike above the belt，… 

the pain struck him like a whiplash 

and the hand jumped to his shirt 

front by出ebelt， pressing hard，…一

(N) 
すなわち Shaneは腹部を撃たれている。

かなりの出血らしい。これに関連しては再度

触れることとし，次に Shaneがこの盆地を

立ち去っていくときの最後の場面をこれも映

画化脚本のほうで見てみる O

7) Shane : Bve. little J 0e. 

Joey follows Shane around the store 

verandah， calling out to him. 
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Joey:…Pa's got things for you to 

dol And Mother wants youl 1 

know she doesl Shanel Shanel 

Come backl 

Shane rides into the darkness and out 

of the valley-一 (S)
映画ではここで映像はフェードアウトし

ていくが，実は Joeyの有名な叫ぴ声“Shanel

Shanel Come backl"の場面は原作小説にはな

い。かつてのガンマンで流れ者の Shaneは

たまたまこの開拓地へ来て目にした悪の追

放と平穏を大義名分に WilsonとFletcher

[Ryker]らをまたも銃殺してしまった。彼

はそもそもどこから来て今度はどこへ行

くのか?映画化脚本の冒頭で“I'm heading 

north."とJoe Starrettに言っているとこ

ろがある。前述のもはや西部フロンテイア

は消滅したO やはり北部へ向かったのか?

Wyoming州の北は Montana州であるが，映

画では Shaneの向かう前方にティートン山

脈がそびえている O 小説は次の下りで終わ

る〔文中 doneの後ろの heは省略され原文

通り〕。

8) He was the man who rode into our 

vallev out of the heart of the great 

zlowing West and when his work 

was done rode back whence he had 

盟盟主 andhe was Shane. -(N) 

このように小説原作者J.Schaeferも謎め

いた書き方で締めくくっている(結末が不

透明で余韻を残すところはE.Hemingway 

の作品とも共通点がある)。要するに一言の

Basicで言い表せばHewent back to where 

he had come from.ということで，自分のこ

とは "Callme Shane."とだけ言い過去を決

して語らない彼はどこから来てどこへ行っ

たかは謎である(原作小説では両親は南部

Mississippi州の出身で隣の州 Arkansasへ移

住したが自分は 15歳で家を飛び出したと彼

自身が言うし，書き換え簡約版では“Iama

gunman. I've been one all my life."と自分か

らはっきりガンマンだと言う個所はある)。

小説では WilsonはShaneに右腕を撃た

れたがこの Wilsonは二丁拳銃の使い手であ

り，左腕でまた撃とうとする寸前に Shane

に胸を撃たれ死亡する O しかし Shaneも

腹部を撃たれた。要するに相撃ちで Shane

got Wilson. (Shaneは Wilsonを撃ち殺し

た)であり， Wilson got to Shane. (Wilson 

はShaneを撃ち殺そうとした)ということ

になる O 映画では Shaneが馬に乗って去っ

て行くとき，十字架の並ぶ墓場にさしかかる

場面が映し出される O 腹部の出血の状態はど

うだろう?DVDで確認すると確かにぎこち

ない乗り方である。そこで 1980年代に作品

『シェーン』の研究家の間で iShane死亡説」

が持ち上がり議論されたことは今日よく知ら

れている O しかし十字架の立つ墓場はこの映

画 SHANEを通してアメリカ西部開拓史上

で上記ガンマンの時代は終罵し，彼らは死の

熔印 (mark) を押された者としてそれが象

徴的に示されたと解釈するのが妥当であろ

つO

この作品は実に多くの象徴性を含んでい

るO 特記しておきたい点は小説，映画化脚

本，書き換え簡約版とも土地を開墾する上

で障害となる頑固に根を張った大木の切り

株 (stump) をJoeとShaneが手斧で取り除

く場面が描かれる O 特に原作小説ではこれ

に十数頁を割いている (HERE/THEREの

Deixis (直示法)による感情を排したそのき

め細かい情景描写は 読み手に感情を高揚

させE.Hemingway風のものを直感させる〕

が西部開拓者の不屈の精神の意味を象徴的に

包み込んでいる O 新約聖書をモチーフともし

ていて Starrettをリーダーとする 1ダースほ

どの数の盆地の入植農民は Jesus Christ (イ

エス=キリスト)の弟子たち，常に口数はき
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わめて少ないが必要十分条件を満たすそつ

がない語りで相手を圧倒する Shaneの天使・

預言者的な存在，また Fletcher[RykerJ 

の手下で Chrisという人物が以前に酒場

Grafton'sでグラスに入ったウイスキーを

Shaneに投げつけ St紅 白ttの協力者であると

侮辱し罵倒したことがあったが， Shaneが盆

地を去ったあと自分が代わりに協力したいと

Starrettに申し出る劇的な下りが小説にある

し映画化脚本には Chrisが Shaneにこっ

そり会いに来て Starrettが Grafton'sで待ち

伏せの畏により Wilsonに殺される策略があ

ることを知らせる場面がある O これは人間の

悔い改めと神による赦し(赦免)の思想、とも

符号するo さらに原作小説には Shaneが去

る直前に子供 Bob[JoeyJ に“There'sonly 

one thing more 1 can do for them now." Iこ
れからもう 1つだけおまえの両親 (them)

にしてあげられることがあるJと言い唐突に

段落が切れる l文があるがどういう意味か?

これは Chrisが代わって今後の協力者になる

意味であったことがその後の内容から分かつ

てくる O 意味解釈上重要な文である。なお映

画では Shaneの鹿草の服装は黄色で、白っぽ

いが前述のように殺し屋 JackWilsonは黒装

束で，白黒が善と悪/天使と悪魔を象徴する O

原作小説では逆に Shaneの服装が黒で彼の

神秘的な不気味さと威厳が暗示される。

さらにそもそも登場人物の名も象徴的

で，これに関しては横山仁視〔監修J(2010) 

で河野弘美氏が寸評している箇所があるo

St訂 rett家の父親 Joeと子供の Joeyはイエ

スの父 Josephからの派生名，母親 Marian

はイエスの母 Marryからの派生名である O

この作品の新約聖書的な象徴性からはそれ

るO 氏はさらに Jackという名が時にもつネ

ガテイブな意味も指摘しているが，実は悪魔

的な殺し屋ガンマン JackWilsonは小説では

Stark Wilsonであり Starkという名の特異性

についても一言触れられる下りがある。で

は作品 Shaneでイエスを象徴する人物は誰

か?JoeとMarianを両親とする純真な子供

BobUoey]がイエス(子供時代の)と解釈で

きないか?3人の Starrett家族はまさに聖

家族 (theHoly Family) の象徴ということ

になる O 姓の Starrettはstar(星)+ (r)-ett 

(<-et(te) = small)であるし，星(五金星形交:

pentacle)は旧約のユダヤのダピデ王家の紋

で，その血統である新約での救世主イエスの

象徴性がここにも見え隠れする o

作品『シェーン』は子供 Bob[JoeyJの視

点から描かれこの土地での出来事と，大人

の言動の善悪すべてを見る証言者 (witness)

でもある o Space perception (空間知覚)と

関わる英語言語の (HERE/THERE) によ

るDeicticcategory (直示範曙)の観点から

Basicで考えればShaneに魅せられ崇拝する

この子供は 1am here and 1 am all the time 

watching what is going on round here.とか，

1 am here and 1 am a witness to everything 

going on in this valley.と言っていることに

なるし脚本映画化された最後の場面での叫

び“Shane!Shane! Come back!"は，“Shane，

Shane， you are there going， but 1 am here. 

Why are you going away ? 1 am here with 

my mother and father. Come back to us!"の

意味とも解せる〔イタリック体は Basic+α 

語 (witness:聖書用語，vαlley :韻文・地質

学用語)J。

は容易に感じとれるが Shaneという名が 2. 

God' s gracious gift I神からの慈悲深い贈り

物」の意味だと指摘していて啓蒙された。

そうであればまさに Shaneは神の使者とな

張による Basic の使用許容範

囲拡大から WiderBasic Englishヘ
前節で仮称 WiderBasic English (略称

Wider Basic) を考えるため Intertextuality

っ“
1
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(問テクスト性)の追究手法に注目した。本

節ではこの WiderBasicの具体例を示してみ

たい。冒頭「はしがきJでも触れたが，こ

れは許容範囲が媛昧な near-Basicとは異な

り意味拡張から使用許容範囲を広げること

で， 850(+α)語によるいわゆる Basicの

意味世界の拡大をめざすものである o Wider 

Basic はBasic語を差し替えたり増やしたり

はしない。あくまでも語葉体系そのものは

850 (+α)語の c.K. Ogden選定のものと

するが，意味拡張により Basic語の語感をさ

らに磨き上げようとするわけである O 正式で

改まった formalな文語表現のみならず小説

中の対話文や映画脚本などの略式でくだけた

informalな口語表現の理解を深めるととも

に，本来の Ogdenism(オグデン語法)の輪

郭もさらに明確化されよう。

やや高次の WiderBasic は Lexical

gramm訂(語案文 法 ) の 範 騰 と な る

Praglnatics (語用論)と関わる Lexical

phrase (語業的固定表現)に注目するもので

もあり，文字どおりの Literalmeaning (実

質的・逐語的意味)を備えていて，それに

Figurative meaning (比聡的意味)が加味さ

れそれでもなお語用論的に意味の輪郭が明確

な固定表現 (Fixedword-group) に注目す

るわけである O 単に Idiom(慣用表現)とも

やや異なる O 次の例で見てみる O

1) The book you were talking about the 

other day， is it interesting? 一 Oh，

you won't Dut it down. 

この下線部の口語的な putit downはいわ

ゆる Ogden風の Basicの範鴫か否か?次の

例はどうか?

2) Money doesn't gQ very色zthese

days. 

3) The chain was tight round the dog's 

neck， so 1 gave it a little m呈L

1) ~ 3) は広義の Basicである Wider

Basicを設定すればすべて許容する受け

皿となる o 1)の名詞 Thebookが Left

dislocation (左方転移)しそれを後ろで itと

代名詞で受ける言い方は口語で頻出するが，

返答の意味は I(伏せてしまうようなことは

なく)大変面白い Gnteresting)jである o 2) 

は「最近は物価が高い (high-priced)j， 3) 

は「犬の首に巻いた鎖がきっかったので私は

少しそれに遊びをもたせ緩めた状態 Ooose/

unfixed) にした」であり いずれも基本的

に文脈なしでも意味に不透明性はない。1)

の返答でたとえばOh，yes， very much.など

と言えばいわゆる Basicの範時であるが Oh，

you won't put it down.は前の疑問文の文脈

からして意味には透明性がある。 2) のgo

farもそれほど無理はなかろう o 3) もやはり

意味に唆昧性はない。次の例での playも3)

と同じで意味は明白である O

4) J ohn was testing the ill主主 of the 

hammer of the new gun with his 

thumb. 

これは「ジョンは親指で新しい拳銃の撃鉄

の緩み具合をカチカチと試していた」の意味

である O また次の例のように形容詞 healthy，

unhealthyなども肉体的ばかりでなく精神的

な健全さ・不健全さ さらには数量の意味に

まで拡張して用いてよかろう O

5) That'd be a h皇室lthyrespect for law 

and order. / How far is it?一 Oh，it's 

a h豆迅血y，say， two miles from here. 

それぞれ「それは法と秩序の良識ある

(wise)尊重だろう j，Iああ，ここからたっ

ぷり (full)約 2マイルだ」の意味である O

基本的に文脈なしでも意味が素直に理解で

きる前者の例はもちろんのこと，後者の a

healthy…[= a good…(十分な)Jのhealthy

など無理のない範囲まで目いっぱい意味拡張

で考え基礎語のもつ語感獲得をめざすのがこ

こでの WiderBasicの趣旨である O さらに次

q
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の例はどうか?

6) Everybody was .Qut out 'cause he 

di白 'tm討ceit all right. / I'm gonna 

have it out with him. / Three 

hundred dollars will笠皇 me虫辺旦gh

the week. 

少し難しいかもしれないがまったく un-

Basicとも言っておれない。 Basicか否かの

境界線上にあるような口語的表現を Wider

Basic，すなわち広義の Basicの範鴫として

拡張するのである。意味はそれぞれ「彼がそ

れをよくしなかったので誰もがイライラした

(troubled) j， r私が彼との間でそのケリをつ

けよう (fixedup)j， r私は $300で今週中は

やりくりできる (enough)jである O 意味の

重心はそれぞれ不変化詞にある O 最初の文の

outは「常態から非常態への移行j，2番目の

文の outは「完了」の意味をもっO 最後の文

のthroughは「貫通」である。

また， Basic +α 語で英語民族にとってあ

る種の特別な情緒・情感を呼び覚ます韻文用

語の hellなどは小説や映画の脚本などで頻

出する O 次のような文例も WiderBasicでは

許容してよかろう。

7) Oh，包11，no more talking about it. / 

It's hell on e紅白!

hellは親しい間柄や informalな状況で女

性もしばしば用いる強意語で，意味(意+味)

に「かくし味Jを含んでいる O それぞれ「ゃあ，

ゃあ， もうその話しはやめよう j，rまさに地

獄だリの意味であるがこういうものも許容

すればしばしば荒削りとなり冷めた Basic表

現に感情移入が加わる O 意味の明確さを基準

にinformalなこなれた略式表現にも注目し

使用許容範囲をもう少し拡張するわけであ

るO

ここで命令形に特別注目してみることとす

るO 命令形はすべて Sememe(意味素)とし

ての (TO)をもっていて， (GET (ONESELF) 

TO + V -ING)のように Lexicalstructure (語

柔構造)的な解析法が可能であろうと仮説的

に考えられる O このあたりはNarration(話法)

で直接話法による命令・依頼が間接話法に変

換されると Vの前に toがこつ然と浮上し，

to-infinitive (to-不定詞)となるのがその証

しの 1つでもある o Nから Vへの転用では

(GET (ONESELF) TO + N/V -ING)から，

たとえば次のような文が表層上に具現すると

説明できそうである。

8) Don't g豆Uglovi旦gher so much. 

意味は〈彼女を愛することへ向けあまり(み

ずからを)起動作業 (Ingressiveoperation) 

させるな〉→「彼女をあまり愛するな」であ

る。次の例も同類である。

9) Better not get並 pushi旦gon him. 

これは「彼に横柄な態度はとらないほうが

よいJのような意味であるが，こういう一連

の用い方は -mg接辞の用い方をもさらに広

く拡張できる O 命令形(特に否定命令)は

より簡素な語業構造 ((NOT)GO + V -ING) 

から次の 10)のような文を大量生産するこ

とになる。意味は上の 8) と同じになる O

10) Don't gQ lov型gher so much. 

さらに緊急非常事態で Puta stop to it! (や

めろ!，止めろ!)， Give me help! (助けて!) 

などと分析思考で悠長な感情表示は事実上

してはおれない。 Exclamation(感嘆・間投

詞)的な叫び声 (Cry) の Stop!， Help!， N 0 

smoking!，etc.は動詞 Vではなく名詞 Nとし

てBasicの範騰であるが拡張して STOP

it! ， HELP mel， Don't PULL itl， TURN the 

key!， STOP up the hole! (穴をふさげ!) ， 

TURN leftl (cf. Left turnlは名詞 Nで あ

りBasic)， UNLOCK the door! (cf. Get the 

door ur吐ocked)等々をすべて広義の Basic

(Wider Basic)とすればどうだろう O 前節 3)

のJoeyの叫ぴShane，look out!もその範轄と

なる O
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11) Shane， LOOK [WATCH] out! rシェー

ン，危ない!J

こういう例を発展させたとえばBasicの常

番表現 Take[Have]a seat.とか， より丁寧な

言い方となる Beseated.などとは別に，さ

らに次のように言うのも拡張Basicでは許容

してはどうか。これは WiderBasicに特有の

命令・依頼文での語の用い方となる O

12) SEA T yourself here. rここに座りな

さいJ
このようなものを許容すれば，次の例など

次々といくつも WiderBasicの範鴫となり分

析思考の難しさからも解放され思考上の負担

は大いに軽くなる。

13) CLEAR (0的thetable， Mary. rメリー，

テーブルのあと片づけをしてちょうだ

し)J

14) CLEAN (up) the fioor， John. rジョン，

床(ゆか)をきれいに拭きなさいJ
15) SHUT up about it! It's my business， 

and don't put your hand in it. r黙り

なさい!それは私の問題で干渉しない

で欲しい」

すなわち WiderBasicではThings(事物語)

のうちの seatや， Qualities (性質語)のう

ちの cle紅， clean， shutなどから横滑りでその

ままストレートに叫ぴ・命令・依頼の文で

用いることも許容するわけである。上の 8)， 

10)の例も次の例などへ転用もでき Basic語

の用い方を拡張できることになる。

16) Don't LOVE her. LOVE me， please. 

こういう Basicにはない WiderBasicに特

有となる命令文の例をもう 1つ引き合いに出

してみる O

17) PUSH the door open. 

cf. ?Give a push to the door and get it 

open. / Get the door pushed open. rド
アを押し開けなさいJ

この例は cf.の文のような言い方よりはる

かに思考上の負担も軽く簡潔であることを示

すものとなろう o cf.の最初の文は不自然で

もある O このように考えると Basicの7つの

規則(本則)に加えて新たに 1っく付則〉を

作ることにはなるが要するに感情の投射さ

れる Mode(叙法)の Imperativemode (命

令法)で名詞 Nから動調 Vへ転用できる

Basic語は，基本的にそのままそれを Vと

し〔これをいわゆる Vとも考えず上の Cry

との関わりからすれば命令 /間接命令をすべ

て Cryfor X (何かxの要求)として広義の

Cry語と見なし〕用いる考え方である O

すなわちこういう Cries(要求)・ Orders

(命令). Requests (依頼)の命令形/間接

命令形を WiderBasic English (WBE)では

一般英語に準じ用いてもよいことを示すには

Basicの 7つの本則とは別に次のような〈付

則〉を特別に設けることになろう o

くADDITIONRULE> (WBE) 

CRIES， ORDERS AND REQUESTS 

FROM THINGS AND QUALITIES AS IN 

NORMAL ENGLISH 

動調 Vなるものは存在しないとする

Basicではいわゆる命令形はすべて 15個

の OPERATIONS (作用詞) (seemは除

く〕から来るが， E旦 astop to talking!な

どはしばしば思考上重荷ともなる。動調 V

のない NotalkinglはBasicであるが，さら

にSTOPtalking!も許容するとよい。 Wider

Basicでは叙法 M としての命令法を拡張し

弾力性をもたせることになる o Cries， Orders 

and Requestsの Expansion(拡張)を Wider

Basicにおける CORE拡張 (cf.core (核心)

= heart:心・感情・気持ち〕と呼んでおこう O

CORE拡張は WiderBasicに特有なものとな

るが，スペイン語叙法の命令法(西:Modo 

Imperativo) や接続法/叙想法(西:Modo 

Subjuntivo)の考え方をヒントともしている O
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英語の要求，命令，依頼の丁寧語please(< 

may it please you) も感嘆(関投)調だと言

える O なお Basicの事物語と性質語からの転

用命令形を WiderBasicとして文字表記する

場合には 11) ~17) の例のように大文字書き

か，イタリック体がよかろう 。

Wider Basicは発想としては拙稿 (2013)

でも触れたがNumber(数)を自然数から実

数，さらには虚数の世界までを想定すること

で多くの方程式が拡張的に解けることが可能

になった数の世界の拡張とも似たようなもの

だと考えている O 上の 3)，4) のplayの例

に掛けて言えばBasic語の用い方に関わるき

っぃ鎖(チェーン)を少し緩め「遊び」を

もたせるのが今回提示する WiderBasicであ

るo Basicかun-Basicかの境界線の見定めが

微妙なものが多くある。この遊びをもたせて

おけば日常的口語表現も意味が明確なものは

広義の Basicの範時として許容できることに

もなろう O ただし本来の Basicは締めつける

チェーンのきついところにまた意義があり，

意味拡張も限度を超えると un-Basicとなる

点は要注意である。拙稿 (2013)で一般の「

務係」を officerと言うことの un-Basic性を

例に出したが， Wider Basicでもやはりこれ

は許容外とすべきだろう O

ここで Basic/WiderBasicを活用する実

践例を少し示しておきたい。まずは発話の

寸前に Chunk(意味の塊)としてのほぼ

(3 :tα) 語が意識に上るようになればよ

い。Readingなどでは各段落を 20~ 30語

ほどの英語でみずから心の中で次々と言い

換える Paraphrasing(換言法)化で焼き直

していくのである。たとえば段落文の意味

をSoit says here， in short， that... / To put 

it simply， here he says...， in other words，…な

ど，また教室などで説明する場面をイメー

ジ化し Whatis said here in this part is， like， 

you see， uh...なと¥また It'sinteresting， isn't 

it， that here in... in answer to that， to... to the 

man' s foolish question， Shane ft.atly says‘no' 

and...などと副詞(句)など Parenthesis(挿

入語句)としての Filler(充当詞)を発話の

途中で適宜割って入れる話法上の技法を磨く

とよい。黙読でも段落要旨が心の中で整理

されればWe11，it seems like that's about it... 

about a general outline of this part.などと

つぶやけばよい。こういう多少の言い淀み

的な Tautology(同語・類義語句反復)によ

るRedundancy(冗長性)はむしろ実際の発

話では普通でもあり自然にさえ聞こえる。言

い淀みながらもほぼ瞬時に次々と直前の語と

の結合から語句を整序し連ねていく発話法

を筆者は Patchworkmethod (パッチワーク

法)と呼んでいる O さらには黙読で心の中で

N ow 1 have come to the end of this page， so 

1'11 go further down to other parts， and see 

what took place at Grafton's when Shane 

was out... when he went away from there.な

どとすべて Basicでもよいしその時々のひ

らめきで WiderBasicもfu11Englishも適宜

織り込めばよい。実際の発話では Basicでも

Wider BasicでもR.Fleschの PlainEnglish 

でも何でもよいわけである。瞬時のひらめき

でアドリブ的に Sense(意味)から Word(語)

への変換上のコツの修得が Conversational

strategy (会話のストラテジー) となる O

Basicや WiderBasicの便利さを真に実感す

るのも実はこういうとっさのときでもある O

ただしこういうストラテジー(方略)を用い

こなれた思考法・発話法に習熟するには何か

を読んで、いるとき テレビ・ラジオニュース

の視聴のあと，人の話を聞いたあとなど折に

触れその主旨だけでも 20~30 語程度の文に

より心の中で意味から語へと自分の英語で整

理し理解しておく癖をつけるのである。英

語での能動的な思考を日常的に習慣づける

ということである O 表現上で何かと発見が

戸
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ある O 実は筆者はこの稿の各段落の日本語

を概略的に英語でならどう言うかキーワー

ドを軸にそれなりに終始考えながらも執筆

しているが， fu11 / Basic / Wider Basicを適

宜織り交ぜて考えればよいことを実感する O

Paraphrasing approach to active reading (能

動的換言リーデイング法)はおよそ他のどの

方法よりも効果的だろう O これ一辺倒でも幾

何学的補助線を引く Lateralthinking (水平

思考)に慣れ，英語思考力 (abilityto think 

in English)が短期間で身につき Speaking力

もまたたく聞に上達するはずである。日英語

のContrastivestudies (対照研究)を背景に

Applied linguistics (応用言語学)としての

英語教授法で， 日本人教授者による日本人学

習者対象の入門・初級レベルでは母国語の日

本語を介するのがScaffolding(足場)となる

というものがある。筆者もそれがやはり無理

がなく事実上は断然手早いと考えるが，中上

級から上級レベルの使用言語が英語の教授法

での Paraphrasing(換言法)の効用は大きい。

大学などでの講義用語が英語の Readingr講
読」でもこれはそのまま適用できる。

弾力性に富むカジュアルなスタイルの口

語的英語では主語など頻繁に省かれる O 常

に主語を立て formalな言い方をしようと

するとスムーズな英語思考が阻まれもす

る。Paraphraseology(換言語法)では特に

(代)名詞の Person(人称)・ Gender(性). 

Number (数)， Tense (時制) [特に過去完

了形〕など広義の Agreement(呼応・照応

関係)，また情報的に定・不定性を指定する

the， a(n)など Determiner(限定詞)，そし

てMode(法)では Basicのwould，might ， 

un-Basicのcould.shouldによる叙想法(仮

定法)とその心的・情感的意味ニュアンスに

照準するとよい。さらに統語的には Simple

sentence (単文)ばかりでなく Conjunctive

(接続詞)の that，Relatives (関係詞)の

what， which， that (thatはun-Basicであるが

Wider Basicでは許容してよかろう)， who， 

where， whenを含む Complexsentence (複

文)や重層複文の Mixedsentence (混文)

による Syntacticmaturity (統語的成熟性)

のある文が使える力を磨くのである。上記，

一連の努力の蓄積は大きいことは確信をもっ

て言える o

あとがき

名作『シェーン』は①Jack Schaeferによ

る原作小説，②ハリウッド西部劇映画化脚

本，③原作の書き換え簡約版へと文体上か

らは難→易の①→②→③の順で見ていくの

がよい。易→難の段階方式をとる (stepping

up) より，難→易 (steppingdown)で扱う

と落差のある平易さが実感できる O 外国語修

得はある一定のレベルからは難→易が必要で

効用も大きい (Basicも釦11English →Basic 

のほうが発見も多く実際上 Basicをより実感

できる)。①~③の反復読みでスピードも加

速され文の流れのリズム感も獲得できる O た

だし英語思考力を養うには受動的な Passive

readingではなく，ほぼ段落ごとに自分の英

語で Paraphrasing(換言法)化レ心の中で

意味内容を整理する Activereadingをする

のである O 西部小説 Shaneはアメリカニズ

ムの魂に触れつつ Paraphrasing化による

Reading法で語感を養い英語思考を培ってい

くのに格好の書だと言える。書き換え簡約版

はこの Paraphrasing化の参考となる O

第 l節では作品『シェーン』の 3つの

Corpora (コーパス)を三位一体で考えその

Intertextuality (問テクスト性)から表現法

とともに意味的な Biblicalsymbolism (聖書

的象徴性)を透かし見た。映画 DVDの活

用では，そもそも英音の子音[日と半母音

[rJが同じように聞こえる日本人の民族耳で

あり英音に耳を聞いていくのは容易ではない
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が，多音節語は聞こえても聴取の難しい流れ

に乗った 1音節語中に現れる音の聴取，同一

Phoneme (音素)の Allophone(異音)から

その各音素のすくい取り((例)kick [k'ik]， 

cook [kUuk] の [k']， [kU] ， [k] から同一

音素 /k/)，また日本生まれの日本育ちの日

本人にはこもって聞こえ難聴状態となる弱

母音で英音の基底となる Schwa(唆昧母音)

の/d/，/訂/，さらにこの Schwa音化による

英音リズムの 1sochronism(等時性)に照準

するとよい。本質的に英音は Schwa音を中

核に吸った息を残らず吐き捨てていき口で

はなく喉を使う Aspirate<帯気音〉化した

Egressive (呼気音)であり，マイクなどを

通すと空気圧による芯の 1本入った張りつめ

たメタリックな音となる O 特にくだけた口語

英語は 1音節語が頻出し高ヘルツ (Hz:周

波数)で日本民族の聴覚では処理しにくいわ

けである O 音感獲得のステップとしては①連

続する 2語で前の語の語尾音と後続の語の語

頭音が i) Liaison (連鎖) ii) Elision (脱落)

iii) Assimilation (同化)として区切れて聞

こえる，②各語が意味として認知できる，③

語整序による文として連続的に意味理解でき

るという 3段階となろう O ③を補助するのが

速読速解リーデイングとなる O

第 2節 で は BasicEnglishの Paradigln

(パラダイム)の問題を仮称 WiderBasic 

English (WBE) を設定することで両者間

のParadigmaticrelation (範列関係)から考

えてみた。 WiderBasicはあくまでも語葉は

850 (+α)語であり，基礎語の織り成す意

味世界により深く参入する上級の拡張Basic

である O これを設定しておけば本来の Basic

の範時か否か微妙な表現の受け皿となる。一

例であるがputtingthe cart before the horse 

(本末転倒)などの固定表現や， Keep your 

hands off me， you ratllなどくだけた表現も

この受け皿があればBasicとして難なく許容

できる O 特記すべきは今回 Cry，Order and 

Request Expansion (CORE拡張)の名のも

とに，命令形に関し提示した〈付則) (p.l5) 

とその考え方は本来の Basicにはない Wider

Basicに特有なものとなる O 命令文の主語は

意味的には youではなく 1(私)であり <1

G1VE YOU an ORDER to DO x>の構造か

ら来る。広く命令文は一種の叫ぴと言えよう O

(日本ヘミングウェイ協会会員/日本メディ

ア英語学会(旧日本時事英語学会)会員

/本会会員/元名古屋市立大学教授)
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EPの音声に関する一つの視点:
major information vs. minor information 

伊達民和

イントネーションは lつ 1つの単語を発

音するのとは違って，文を発音するときの調

子であるので，どうしても話者の心的態度が

表れる。そのような話者の気持ちは，音の高

低の変化 (pitchchange) となって表れる O

英語の平叙文はそのほとんどが，事実の陳述，

断定を表し，最後の文強勢-核強勢ーを受け

る語を起点として，際立った下降調の pitch

changeが起こる O

注:語強勢が語に固有に備わった強勢であるこ

とに対して，文強勢は。必ずしも固有の強

勢ではなく，文の中で意味伝達上で重要な

語に来る。つまり o それは文脈を反映した

盤整である D 文強勢を受ける語は，強調し

て-higher.longer & louder-一発音される O

平叙文は，下降調の音調単位になることが

最も多く.r正常の」型であるとされている O

I'd 1ike a I cup of、。盟主ee.

注:記号[']は文強勢を受ける箇所を，下線部

は核強勢を音節を示す。

在:

(向上 p.44)

は，音調単位の区切りを示す。

不定代名詞 somethingは目的語の用法の

ときは，文強勢を受けない。つまり，独自

のpitchchangeを伴わないo a. は「正常の」

型で. somethingは，核強勢を受ける ma

(king)の下降調の終結部を引き継ぐだけで

尾部として低く言われる O ところが.b.では，

somethingは，独自の音調-(低)上昇調ー

をもっている O まず a.は淡々とした，いわ

ば事務的な言い方である O 一方.b.では，話

者が somethingに二次的な重要度(一定の

重要度 somedegree of importance) を付加

している O このように. major information 

は核強勢を受けて下降調で言われる O それに

対して. minor informationの場合，二次的

な重要度のあると判断されると上昇調にな

る。

we used to dive straight into the 、室皇室|

at highノtid豆.

注:websiteに音声資料があるo

The fall in the first unit indicates that 

the speaker is treating that information as 

major. but what does the rise in the second 

mean? ...In cases like these. the distinction is 

made between major and minor information: 

the final rise ‘means' that this information 

is added as relevant. but it is treated as of 

only.eecondarv imoortance1 compared to the 

major information. It has a lower status of 

I'd like a cup of coffee. 

.・.・-
部頭部頭前

{-2 
1核;尾部
• • 

しかしI.A.Richards制作のレコード版

を聞いていると. 2つの平叙文が全く同じ文

構造でありながら 片方が「正常の」型であ

り，他方が独自の音調単位となり. (低)上

昇するケースが時々見られる O 両者には話者

の心的態度に違いがある O

(1) a. 'Tom is、'm宣kingsomething. 

(EP 2: p.30) 

b. 'Jane is、白昼kingIノ豆旦血豆thing.

Q
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information. 1 

(下線は，筆者が加筆)

注:なぜ athigh tideが minorinformationに

なるのか，むしろ majorinformationでは

ないか，という疑問があるだろう o 実は，

この副詞句は， final adverbials (末尾副詞

的表現)と呼ばれる範障に入る O 以下の斜

体部も，通例， minor informationとして

上昇調で言われるo

He 、'lunches'e笠ly，Iノ ιsualか.
1'11 be 'happy 旬 、'旦旦旦， I ifノ '笠ecessary.

1 'can't、'坐 itI at theノ '笠2mmt

'Please 、'包盟主， I if youノ‘盆E・

このmajorinformation vs. minor information 

(of secondary importance) という視点は，

様々な文の情報処理上において極めて重要で

ある O 或る中学校検定教科書に以下の対話

文ある O 準拠CDを聴いている時に， That's 

him.のイントネーションに注意が引かれた。

A : I'm a big fan of Ozaki Yutaka. 

B : Ozaki Yutaka? Who is he? 

A : He's a singer who was really popular 

among young people. 

B : Let's see. 1s that the man who sang 1 

Love You? 

A : Right.、工出血|ノ 'hi旦・

cf.¥冶 'That'shim. (やや事務的)

更には，発音教本には学習者の理解を補強す

る練習問題がある O

1. A: My brother is an accountant. He 

builds bridges. 

B : But engineers (、)builds bridges 

(メ).

注:ここでは音調核を示す矢印は，核を受ける

語の後に置かれている。

2. A: What shall we do after lunch? 

B : After we've eaten (ノ)， we could 

go and see Kate (、).

Now work in pairs and talk 

about these in the same way. 

3. A: When are you going to N ew 

York? 

B : I'm fiying ( ) at ten 0' clock ( ). 

4. A: When did you first meet Tony? 

B : I've known him ( ) for ye紅 s( ). 

5. A: How long have you been able to 

speak French? 

B : I've been learning French ( ) for 

sIx years ( ). 2 

そう言えば， EP中によく見られる「対比」

の概念は，換言すれば， major information 

と考えることができる o Richardsの音声資

料では，

He went there. He ¥冶'笠皇室|、 -h笠皇・
(ωσs， here: major information) 

This is a glass. 1 t is on the table. N ow 

the、'glassis、'offthe table. 

(off major information) 

再び somethingに戻ると， do something 

という慣用表現がある。その意味は，‘todo 

something in order to deal with a problem 

or di伍cultsituation': Don 't just stand there 

-do something! (Longman Dictionary 01 

Contemρorary English)この命令文のイン

トネーションは 、・Dosomething.または，

、'E旦|メ '鐙旦皇thing.である。後者では，

話者の顔の表情と相まって 高ぶった気持ち

(苛立ち，懇願など)が読み取れるのではな

いだろうか。なお， anythingも目的語用法

の場合には文強勢を受けない。以下は，映画

The Sound 01 Musicからの例である。

Maria : Now， let's put it all together -

Children :月月 Sodo lala mi do re 

So do la ti do re do!月月

Brigitta : But it 'doesn't、'旦皇迫 anything.

Maria : So we put in words -one word 

for every note. 

もし仮に anythingにsecondaryimportance 

-20-



を付加するならば Butit 'doesr肉、 'mean

ノ包ything.となる O

c. . Here are the 、trousers.

'Here is the 、'coat. (向上 p.44)

aの文脈:“Mr.Smith is writing a card 

to Mr. Smi th. He is in San 

Francisco. On one side of the 

card is a picture of the harbor. 

Here is the picture. This is a 

picture postcard." 

bの文脈:"Has your coat a collar?"“Yes， 

it has. Here is the collar." 

Cの文脈:1 am making a coat and 

trousers. Here are the trousers. 

Here is the coat." 

ているので， major informationである o Cで

も選択された語がmajorinformationになっ

ている O もし仮に 1am making a coat. Here 

is the coat.という文脈であれば， ¥冶'H笠豆 is

the coat.または， ¥冶 'H笠豆 isI theノ s盟主主.

となる O

以下のような「存在文」の類似例がある O

( i ) X : 1 see the castle.. 

Y : No， that's the cathedral. 3 

There's the句 stle.

(2) a. 、'H皇室 isthe picture. (EP 2: p.l7) 

b. ¥冶日笠皇 is1 the メ豆旦liar-

(向上 p.45)

• 
(ii) A : 1 wonder which is the way to the 

sea. 

B : This must be it. 1 think. 

A:、、工出旦注 Itheノ笠呈・ 4

(3) “Is this a hatア “No， it's 、'日旦 la

ノ 'h宣1.It is a hand. (EP 1: p. 30) 

Richards版では， it's not a hat.は， sen-

sitを反映して，上記のように，下降調+上

昇調になっている。一方市販の CD版(洋

販&IBC)では， it'snot a 、h主主.というイ

ントネーションが聞かれる O このような「異

例なJイントネーションは 強調的に言うと

きには起こるので読み違いであるとは断定で

きないが，教育的配慮を欠いた言い方である O

その点，さすがに Richards版は優れている。

このことについては 昨年の YearBookの

記事の中で詳しい比較考察を行った。

一.. -..-F..・.・-
h ・・.

ー

Richardsでは， a. は「正常の」型であり，

既知情報pic(ture)は文強勢を受けないで，

核強勢のある Hereの下降調の終結部を引き

継ぎ低く言われている O 一方， b. では，

話者が collarに secondaryimportanceを付

加している。 ところが， c. については，一

見すると，これまでの解説とは矛盾があるよ

うに思える o ，存在文J中の trousersとcoat

が既知情報であるにもかかわらず， major

informationとして下降調の核音調を受けて

いる。なぜだろうか。以下の例を見れば，そ

の疑問は直ぐに払拭できるだろう O

A : Do you like tea or coffee? 

B:、 '工盟， please. /、 'Coffee，please. 

確かに responseでは teaとcoffeeは既知情

報であるけれども， choice questionに答え

(4) The 、-盟indcame. (EP1: p.75) 

この場面では，突如，突風が起こり， hat(既

出)が飛ばされている O

Richardsでは名詞主語に

核強勢を置いている O このタ

イプの文は音声学では event

sentence (，出来事文J) と呼ばれる o event 

sentenceとは， S+Vから成り立つ第1文型(主

唱
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語+自動詞)の all-newsentenceのことで，

「出来事・出現・失綜・不運」など状態の変

化を伝える文のことである O 名詞と述語動詞

は共に新情報であるが，初出(新情報)の名

詞がmajorinformationであり，動詞(述部)

はminorinformationと見なされている O こ

の文と似通った例がある。

(What happened in the afternoon?) A 

WIND got up. 5 

大文字表記から明らかなように， windは

major informationである O また，述部は

relevant， but of only secondary importance 

と見なされて(低)上昇になることもある O

The 、E主主昼|ノ豆型旦豆.

A、'E単 Igotノ盟・

実際，以下の実例がある O

(A t the window:)¥Father's /coming. 

(各記号はそれぞれ、とノを示す)

(On seeing the postman leave the house:) 

The ¥post has / come. 

1 found out about that noise in the garage; 

the ¥water was /running. 

(Looking at one's watch:) My ¥watch has 

/stopped. 6 

tionである時は核強勢を受ける O

b. He came into the room. He went to 

the table. He is "there 、now.

(EPl: p68) 

c. When was it over her head? It was on 

the branch before she took it. It was 

on the 'branch 、'血豆!}. (向上 p.83)

d. She put the tray on the table. It was in 

her hands. It is "on the 、tablenow. 

(p. 87) 

(Richards & Y ohan CD) or: 

It is "on the 、tableI、no型・

(IBC CD) 

なお， EPの音声資料にはないが， r時の

副詞」が secondaryimportanceが付与され

て上昇調になることがある O

I went to Malvelll ，情tud.y• 

• • • • • 

(5) EPには，主主i三「時の副詞」の範鳴に

入る nowとthenが出てくることが時々ある O

原則的には，それらは文強勢を受けることは

なく，低く発音される O

a “He is giving a push to the door. The 

'door is、'Qpennow. (Richards) 

注:Richardsでは nowは明瞭に聞こえるが，

openで起こる下降調の終結部を引き継い

でいる。)

.(So}γou went to MaJvem "回terday.

( where ‘yesterday' is of a certain 

importance) 7 

以下は，対照的な例である。

Let's sQ now. 

Let's sQ I /.盟主・

Let's go¥盟笠・

(as opposed to a time in the future) 

That's¥辺1for today. 
That's¥姐 Ifor to ;day. 
That's all for to ¥d亘y.

(=‘you get more tomorrow') 

1 saw ¥色国 yesterday.

1 saw ¥loh旦I;盟豆terday.(or: yester;坐y.)

We've got some ¥回生豆 here.

We've got some ¥民生呈 /.単主主・ 8

• • 
•• • • 

(6) A : 00 you see a door and two 

windows?…00 you see two seats 

and the bookshelves between 

them? 00 you see the clock over 

畠 • 

しかし

(ordinary statement) 7 

それらが文脈上で majorinforma-
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I'm 、 呈orry.

っか紹介しよう 0

・1nthis dialog， there is stress on 'her'， 

but not strong， contrastive stress， just 

more than‘初ow'. There is still stress 

on T also， but again not contrastive. So， 

the pitch starts out fairly high on '1'， 

then drops for the softly spoken ‘know'， 

then has a mild-rise in ‘her' 

. That's one of the ways I'd say it， too. 

1 use this intonation when 1 have 

suddenly succeeded in digging from 

my memory a face with a name and 

I'm now Quite sure it's the one on the 

photo. 

. Yes， 1 Iknow her. 

“Unenthused but friendly!" 

Or Yes，¥1 know Iher. 

“Positively interested and ready to 

go on talking. Extra expressivenessl 

interest lanimation could be 

conveyed by stretching the tones out 

more than average." 

以下は，上記の例にあった yes-noQuestion 

に対する返答ではない自発的な発言である O

(副)A : J ohn Cleese is a very funny actor. 

B : Oh， yes， I've 、笠旦/"出旦!11 

lve ¥ 路a ノ副皿

the windows? 

B : Yes， I see them. These things are 

in the room. (EPl: 47) 

ここでも I、笠豆出em.または、'1see I 
ノ'血豆旦.というこ通りがある O 両者の情

報内容は全く同じあるが話者の心的態度

に違いがある。前者は中立的で淡々とした

言い方であり，後者には何らの感情移入

(more involved) している(例えば， more 

friendly) 0 

なお， RichardsとYohanの音声資料では，

両方とも冒頭の Iで高く始まるが，前者は平

常パターンで言われているO-I¥冶 'seethem. 

参考:冒頭の代名詞主語が高く発せられる

ことはよくあるが，それは文全体

に livelinessを付加する働きをする。

I、will.vs. 1、主単. I'm 、皇orry.vs. 

一方， 1BCのCDでは後者が聞かれる O 日

本人学習者は，後者のような言い方に当惑す

るかも知れないが 実際にはよくあるパター

ンである。中学検定教科書準拠 CDでは，

(i) [空港で]

Ichiro : Becky， that woman with short 

hair... Do you know her? 

Becky : Of course 、i know | ノ h主主・

That's my grandmother Nancy. 9 

(u) [学校で二人の留学生の対話]

R勾:Who's that man? 1 don't know him. 

Meiling : He's Mr. Yoshida， our science 

teacher. 

R勾:1 see. 

Meiling : Do you know that woman? 

R勾:Yes. ¥迎 。Ihow |ノ h笠・ュ She'sMs. 

Brown. 

Meiling : Right. 10 

このようなやりとりの中で I¥冶 'knowher 

は，ややそっけない印象を与えるであろう。

私の研究仲間(音声学者)のコメントをいく

(i吋A : I'm from Cairn. 

B : Really? My 、'wife注fromノ'生笠豆・ 12

(v)A : I'd love to go to Australia. 

B : Oh，町、 i皇室terlives Austノ国ia.13

このようなイントネーションにおける話者の

心的態度は何であろうか。それは，以下にう

まくまとめられている O

・“Comeon let's talk about it." This 

way we can keep the subject open. 14 

・“…byusing the Low Rise， he encourages 

qδ 
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his listener to feel出atthe conver-sation 

can continue. So in general we can say 

that， in the High Dive， the Fall is used 

to mark the most important idea in a 

plain statement， while the Low Rise 

indicates some less important but not 

completely negligible idea that follows 

the main idea; and in addition we can 

say that the Low Rise consti-tutes an 

appeal to the listener and invites him to 

saying more about the subject of the 

previous conversation-，， 15 

3. S c h u b i g e r， M. ， 1 9 3 5. T h e R 0 1 e 

01 Intonation in Sρoken English 
(Expression Company. p. 27) 

4. Palmer， H.， 1922. English Intonation 

日ヲthSystematic Exercises (W. Heffer & 

Sons L TD p.96) 

. 5. Cruttenden. A.. 1997. Intonation 

(C.U.P.p.75) 

6. Schubiger， M.，l958. English Intonation: 

Its Form and Functions (Max Niemeyer 

Verlag / Tubingen. p. 84) 

7. Schubiger， M.， 1935.The Role 

01 Intonation in Sρoken English 
(Expression Company. pp. 26-27) 

8. Tench， P.， 1996. The Intonation Systems 

01 English (Cassell. pp.65 & 82) 

9. New Horizon 1: p. 77 

10. New Crown 1: p.58 

11. Roach， P.， 2009. English Phonetics and 

Phonology (C.U.P. p.141) 

12. H a n c 0 c k ， M.， 2 0 0 3. E n g 1 i s h 

Pronunciatz'on in Use (C.U.P. p. 122) 

13. Thompson. I.， 1981. Intonation Practice 

(O.U.P. p.54) 

14. 向上

15. Connor， ].D. & Arnold， G.F.， 1973. 

Intonation 01 Colloquial English 
(Longman. pp.83-84) 

まとめ

核強勢を受ける語は 話し手が聞き手の注

意を最も引き付けたい箇所であり，最も強調

して発音される O 核強勢は新情報を伝える音

調単位の中の最後の内容語に来るという考え

方は，非常に明解であるが，本稿で見てきた

ように，時には，新情報ではない(既知情報

の)語であっても核強勢を受けることがある O

従って，考え方を変えて，話者が聞き手に特

に注目させたいと思う majorinformation に

核強勢を置くとするほうがより現実的なルー

ルであるo 更に，二次的重要度を付加される

語 minorinformationは上昇調で言われる O

このように考えると， EPにしばしば見られ

る機能語が核強勢を受ける理由を明解に説明

できる o I内容語は強く，機能語 (代名詞，

前置詞， be動詞など)は弱く発音するJと

思い込んでいると EP中の英語のイントネー

ションに戸惑うことがあるだろう O

引用文献

1. Tench， P.，2011. Transc行bingthe Sound 

01 English (Cambridge University Press. 
pp.l60-161) 

2. Hewings， M.，l933. Pronunciatz'on Tasks 

(C.U.P. pp.65-66) 
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相沢佳子さんの「英語を 850語で使えるようにしようJ文芸社を

~通訳の仕事と重ね合わせて~

で

斉 直美

私が初めて GDMや BASICEnglishにめ

ぐりあったのは，神戸松蔭短期大学の教科

教育法で片桐ユズルさんから GDMについて

教わった時であった。そして卒業後，大阪

中央 YMCA英語学校で GDMを使って小

学生に英語を教え始めた。それ以来 GDMや

BASIC English関連，意味論，言語学， 日英

文化の違い，比較など英語を教えるために必

要な知識を得るためにさまざまな書籍を読ん

できた。相沢さんの著書もその中に含まれる O

その多くの BASICEnglish関連の書籍の

中で今回出版されたこの本は， 日本人の中に

は英語を苦手と感じる人が多く，何故英語を

うまく話せないのか，うまく話せるようにな

りたいと思う人のために書かれたと言える

が， GDMで教える私たち，またベーシック

イングリッシュを勉強したり，興味を持って

いる人たちにとっても この 1冊でベーシッ

クイングリッシュをよりよく，手っ取り早く

勉強できるようにも書かれている O

オグデンがリチャーズがどのようにして

ベーシックイングリッシュを発見するに至っ

たから始まり， 850語の選択， 850語の基本

語の果たす役割，重要性がまず詳しく書かれ

ている o その 850語の基本語をいかに活用さ

せるかで英語を使いこなせるようになるか

が， 16の基本動調 方位詞などの働きを説

明しながら例文をあげ具体的にわかりやす

く案内されている。ベーシックイングリッ

シュが少ない語葉で果たす役割の大きさから

「小さな巨人」と言われるゆえんがよく納得

できる。

そのあとベーシックイングリッシュの学習

の利点で，ベーシックイングリッシュが

simpleだけれども clearに説明できること

が述べられている O 私自身が英語教育に携わ

るようになって一番感じたのは，また仕事で

通訳や翻訳をするようになって一番大切だと

思うことは，この simpleでclearに教える，

説明する(通訳，翻訳する)ということである O

そのための英語教育の方法として GDMの紹

介がある O

私自身も中学，高校で習って英語教育では，

英語の面白みはあまり感じていなかった。松

蔭は英語教育には力を入れていたので，英語

の授業数は多かったし，イギリス人の先生に

よる授業もあったけれども 英語をあまり話

したいともおもっていなかったO ただ神戸に

は外国人居住者も多く 外国からの観光客や

港にはときどき navyshipsも来ることがあっ

たので，英語を話す機会はあった。

けれども英語の面白さを実感したのは

GDMやベーシックイングリッシュを知って

からで，その simple，clearな英語がわかる

ようになってのことだ、った。

「ことばは本質的に私たちの感知できる

「物Jの世界を扱う道具だというのがオグデ

ンのかんがえである。J(p.40) と相沢さんは

いている。目で見て触れることができる

「物」があれば，たとえ「物Jの名前がわか

らなくても，手で指して，“this(thing)"，可hat

(thing)"で表すことができる O 現場での通訳

ではまさにこれは非常に大きなことで，重要

なことである。テクニカルタームとして「物」

の名前を知らなくても ともかくは「物」が

あればそれを指し示して冗his"，“that"と言え

ばよいのである O 名前がわからないからと

いって何も言えず、に黙ってしまっては通訳者
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としての役割を果たせない。そこで日本人な

か外国人(英語を話す人)が「物Jの名前を，

たとえば“Thisis a gasket."と教えてくれれ

ば，その時覚えて，次からはその「物」の

名前が使えるようになる o "Put this gasket 

here."と言える。 この here，あるいは there

もとても役に立つことばで 通訳者初心者の

ころはまだ十分に専門的知識や専門用語も知

らなかったので， どこにこの gasketを収め

るのかわからなかったのだけれども， とにか

く指し示して“here"と言えば，相手にはわ

かる O 要は，はなすことである O 場所を表す

のに，これほどsimpleでclearな言葉はない。

ただしここで重要なことは，その「場所Jな

り「物」を指し示すことである O ことばだけ

で言ったのではまったく clearとは言えない。

この指し示すことがGDMで教えるときにも

初めの段階では必要であり，大切で、ある Oベー

シックイングリッシュ 850語の中で，物の名

前，すなわち thingsが600語を占めるのも，

それらが有用性のある語で果たす役割が大き

いからで，また指し示せるからとも言える O

ベーシックイングリッシュの有用性に気

づき， 850語を活用できることは，英語を

話したり(通訳)，わかりやすく意味の通じ

る英語を書く上で(翻訳)も大いに役立つ。

私の場合は最初の通訳の仕事は，車の製造

(manufacture) の現場であった。車の製造

では， r物」を install， assemble， disassemble 

することが多い。これらの言葉を知らなくて

も，はじめは「物Jをput， take， in， on， off (from， 

over， under) のことばを使って言い表すこ

とができる。必要とされる動作語はこれらの

基本動詞を活用することでまかなえる O もち

ろんそのあとは必要に応じて専門用語を覚え

ていかねばならないのは言うまでもない。

現場では， r物」があるから，その「物」

を指し示して冗his"可hat"と言ってでもその

¥揚は凌ぐことができる。一番苦労して，困つ

たのは座学になった時である O 現場の機動装

置の図面や配線図を使ってトラブルシュー

ティングの説明などを座学でするときは冷や

汗ものである O 起動装置の作動や機能を熟知

していれば問題ないが，そうでなければ「物J
がその場にないので 指し示せない。だか

らことばでどうしても説明しなければなら

ない。connect， disconnect， connector， joint， 

wiring， rudder drawingなどという 言葉をこ

の時に覚えた。しかしこの場合でもとっさに

connectorがon，offであるとか， jointは常に

openあるいは shut(close)であるべき，だ

というように説明することが基本語の意味，

役割を活用することによってできる。

メタファーという言葉を知ったのも GDM

やベーシックイングリッシュからであるが，

“This is my foot."の footが“Thisis a foot of 

a mountain-，，というようにメタファーで使え

るという発見は私にとって大きな驚きとも言

える。今まで学生時代にはそのように考えた

こともなかったからである。myarmと言っ

ていた armから armsが武器を表すことに

までメタファーが広がりを持つとは，すごく

興味深く，面白い発見であった。それがベー

シックイングリッシュの基本にもなっている

ということが，やっぱりオグデン， リチャー

ズがすごい人たちだと改めて感じ入ること

になり，私がGDMやベーシックイングリ ッ

シュと巡り会えたことは私自身にとっても大

きな喜びである O

‘ 、
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特別記事:以下は， GDM公開講演会 (1965年 5月新宿厚生年金会館)での講演原稿です。講

演者は，デンマークの言語学者NielsEge (略歴は後述)博士です。講演原稿はニューズレター

(1984年 4月)に載せられました。(11)にGDMの言及があります。

“The Role of the Native Speaker in Language Teaching" 

(1) I am not a language teacher. I am a 

linguist. But I have personal experience 

both with teaching and learning foreign 

languages. This wiU be my excuse for 

invading your field. I have taught 1知恩lage

as a native speaker. I have taught Danish to 

Hungarians and to J apanese here in J apan. 

I have also tried to teach language without 

having or being a native speaker: Russian 

and Japanese， neither of which I speak very 

well. This is somewhat like the situation 

which used to be in J apan with very few 

English teachers being able to speak the 

language at all. Today things are different; 

many language teachers in J apan speak 

English very well. 

I have also learned languages both with 

and without native speakers. I have studied 

only one language from and with native 

speakers， namely J apanese. Like most 

J apanese students in school learn English 

from teachers like you that is， from non-

native speakersー， I have learned my other 

foreign languages from non-native speakers. 

Thus I have never had a native speaker 

of English or the other languages in the 

classroom live or recorded， when I learned 

them， although I have， of course， had 

frequent opportunity to hear them spoken. 

This much by way of introduction to my 

ρersonal background. 

Unfortunately， I have not taught English， 

so I do not know the problems in this紅白

the way you do. What I say is based on my 

experience as just stated. Much of what 

follows is highly controversial. There are 

a number of current ideas or practices of 

learning and teaching foreign languages I do 

not agree with. I hope my viewpoints will 

provoke renewed discussion of the problem 

before us. 

(2) I believe that the mechanism involved 

in learning a foreign language is often 

misunderstood. We are sometime told that 

we should try to simulate the situation of 

the child when he learns his mother tongue. 

In teaching English we should try as closely 

as possible to imitate the situation in which 

the American child learns his mother tongue 

from his environment. This is not at all a 

fair comparison. The adult learner's problem 

is not the same as the native child's. It is 

much more like the problem of re-learning 

how to walk， but this time， backwards. The 

child learning his mother tongue learns it 

without realizing， it， just like he learns to 

walk without consciously realizing what is 

happening. The adult does not remember 

how he learned to talk. nor how he learned 

to walk. 

The learner of English in J apan， for 

example， has to unlearn his unconsciously 

acquired J apanese habits and to learn 

consciously a new “unnatural" set of habits. 

This is as awkward and as difficult as it 

would be for him to learn to walk all over， 
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but backwards. If this is so， the problem of 

learning a second language is not primarily 

a problem of imitating. As with walking 

backwards，the problem is much rather one 

of understanding the rationale of something 

which remains. and which will forever 

remain， peculiar and unnatural and how this 

differs from the “natural" way， not one of 

imitating sentences coming out of a native 

speaker. 

Except for basic facts of pronunciation， 

the learner of a foreign language does not 

primarily need someone to imitate. He 

needs someone to guide and explain. For the 

purpose of practical fluency， he also needs 

constant exercise in the foreign language. 

But exercise and imitation is not the same 

thing. 1 know出atwhat 1 say is pretty much 

the reverse of the whole doctrine of modern 

language teaching 1 am simply talking from 

my own practical experience as a learner 

and teacher of a number of languages. For 

instance: studying J apanese with native 
tutors has not taught me very much. Many 

questions 1 had could not be answered 

by the J apanese tutors 1 had. As native 

speakers， they did not see my problems my 

way. If 1 have learned something， 1 learned 

through listening and talking to people who 

were not trying to teach me. 1 used the 

environment to teach myself. With a good 

non-native teacher of J apanese， my progress 

would have been better. 

1 learned my English and German and 

some other languages rather well， because 

1 learned them from non-native speakers of 

these languages (mostly Danes) who know 

exactly what problems 1 faced. 1 believe 

that the less similar the native language and 

the foreign language， the less imitation of 

the native speaker will help. If an English 

speaker wants to learn German， he may 

profit considerably from having a native 

speaker of German in the classroom quite 

early， because structures are comparable 

and the problems partial. A native speaker 

of J apanese learning English will profit 
much less， because the problem is total. He 

needs first to understand， secondarily to 

lmltate. 

(3) Let us try to think once also about the 

goal 01 language learning. How well does 

the average person need to learn the foreign 

language? How much does he want to 

learn? The student， for the most part， needs 

only to understand and to be understood in 

the foreign language. Of course he would 

like to speak like the native speaker， but 

he knows that within the time he has in 

school or a private course， it is not possible 

to acquire a perfect command of structure 

or vocabulary， or even pronunciation; in 

fact. we know that he will never attain 

perfect command of the foreign language 

in a lifetime， although he may get very 

close. So most students do not strive to 

accomplish this. Certain bio-psychological 

barriers prevent us from achieving the ideal 

of speaking like a native speaker. There is 

nothing we can do about this， although we 

cannot very well understand why it is so. 

Therefore， introducing the native speaker in 

the classroom is really to set the stakes too 

high. The child who learns to play the piano 

does not need， or even want， to become a 

virtuoso. Actually not one in ten thousand 

will ever be one. So having a Paderewski to 

teach him， or demonstrate how to play， is 
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overstating the issue. A good experienced 

piano teacher can teach the child much-

much more than the virtuoso you hear in 

the concert halL 

(4) Let us compare advantages and 

drawbacks of the average native speaker 

vs. the non-native person as a language 

teacher 1 mean in general， whether as a 

single teacher or as a teaching assistant in 

a program. 1 shall return to his role as an 

informant later. Looking at advantages first， 

1 can find only one: he is a perfect source of 

the foreign language. All the other things 1 

can say about him are minuses. First， the 

native speaker cannot teach his language 

very well because he has never learned his 

own language. He has always known it-

in the sense that he has no recollection 

of how he learned it. It is very difficult to 

teach something well that you have never 

learned yourself. In Norway， like in J apan， 

there are many mountains and much snow 

in the winter. Everybody goes skiing; not 

just for fun skiing is a practical means of 

locomotion. Small children go skiing even 

before they realize what they are doing. 

Is a young N orwegian of 23 years of age 

who has been skiing every winter since 

he was born a good teacher of skiing? 

Not necessarily. He is a good skier， but he 

is more likely than not a poor teacher of 

skiing to adult foreigners， because he never 

learned it the way his pupils need to learn. 

He can demonstrate how to m北ethis curve 

or that and he can show how good he is and 

how easy it is to ski. But he cannot show 

how difficult it is. 

Another drawback on the part of the 

native speaker is that he does not usually 

know what his own language is like， what 

he actually says. He certainly knows this 

much less than the foreign teacher of the 

language. Language is a social phenomenon. 

Many conventions and habits of our own 

society how we behave pass unnoticed 

by ourselves until a stranger comes along 

and tells us. When 1 first came to J apan， 1 

noticed many customs which were different 

from those in other countries; striking to 

everybody except the J apanese who have 
lived with them. from early childhood. For 

instance， the custom of saying “a"， before 

greeting or opening a conversation， when 

you suddenly meet people you know. 

A J apanese who goes to my country 

would find many habits peculiar to the 

Danish society which 1 have never thought 

about. What things， 1 don't know which 

just goes to prove my point. The native 

speaker has much more difficulty than 

anybody else， including his students， hearing 

what he says. This is also the reason why 

he maintains to actually say what he thinks 

is socially preferable language when he does 

not. He teaches norms that mean little to 

the foreigner and less to himself in reality-

since he does not adhere to them in his own 

usage. He will instinctively try to teach how 

to speak “good" English， instead of how to 

speak English welL Some schools that teach 

J apanese to foreigners err in this respect， 
teaching a kind of J apanese which is 
hardly ever spoken by anyone. They teach 

J apanese as it may be spoken or might be 

spoken， but not as it is actually spoken. 

Why? Because native speakers teach at 

these schools and write their textbooks. 

They teach their foreign students to say 

-29-



“これは本です "and“これは本ではありま

せん."which is perfectly good J apanese-
except that nobody ever says that. When 

the student comes up and says，“1 often hear 

somebody say ‘そーしなくっちゃ…..， the 

teacher may answer "we don't usually say 

that." 

Another shortcoming of the native 

speaker is that he cannot judge what is more 

and what is less difficult in his langωge 

to the foreign learner. 1 found this out in 

teaching my native Danish to J apanese 
students. In every class it would happen 

that one of my students pointed out some 

special problem for the J apanese learner， or 

a similarity between J apanese and Danish 
that 1 have overlooked. Now why did 1 not 

see these contrasts and analogies? Because 

to me all my language is equally easy and 

、atural".1 was ashamed. Here 1 was a 

native speaker， even a linguist. but a failure 

as a language teacher. My students were 

teaching me Danish， as much as 1 was 

teaching them. 

Or think of how native speakers usually 

underestimate the difficulty of spelling 

or numbers in a foreign language. 1 can 

understand numbers and immediately 

visualize them at any speed when 1 hear 

them in Danish. But when 1 hear numbers 

read out in English or J apanese， it take me 

considerably longer to visualize， leading to 

a certain time-lag， so that 1 drop behind in 

case of extremely rapid spelling， etc. The 

reason we have much more trouble with 

figures and letters than with words is that 

individual words “make sense" and that 

in a coherent sentence there is enough 

redundancy to catch up with it. even if 

1 miss a word or two. With numbers or 

spelling， it is essential to get every figure 

or letter. Now most native speakers do not 

realize what this means practically. On the 

contrary， they think that numbers must 

be easy because they are made up of a 

few recurring elements， basic vocabulary 

at that. and， after all， figures are simple 

mathematical units. They do not realize 

that the two factors or zero redundancy 

plus the need for direct immediate 

visualization characteristic of spelling and 

numbers require a much more fundamental 

association of sound and meaning than出at

established in the acquisition of a foreign 

language. 

Even linguists misjudge the relative 

difficulties of their own language. One 

American linguist pointed out to me that 

there must be something wrong with our 

method of teaching English to J apanese 
studen ts w hen a J apanese， after 6 or 

more years of English still talks about “a 

professor of Tokyo University，" instead of 

“a professor at Tokyo University."“After 

all，" he said，冗hisis a simple basic pattem." 

As a native speaker of English， he did not 

seem to realize that the practical problem 

of mastering the English prepositions is a 

much more formidable one than that of， 

say， handling such “complicated" irregular 

mechanism as that of forming the past tense 

of English “strong" verbs. 

(5) If we want to have a native speaker 

teacher， singly or as a teaching assistant. 

because he is a perfect source of his 

language， we may have the choice of a 

nαtive sρeaker who knows only his own 

language and one who knows the language 
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01 the learner. Everybody will agree that 

the best choice here is to take the latter: 

出at証weneed a native speaker of English 

in our classroom in J apan， the best of all is 

出atwe can get a native speaker of English 

who knows J apanese. 1 would go much 

further: the monolingω1 native sρωker-

including the one who knows a couple of 

hundred phrases of the other language-

should never be allowed into the classroom. 

Unfortunately， most native speakers actually 

used in classrooms are truly monolingual. 

The non-native teacher， on the contrary， is 

never monolingual. This makes him better 

qualified to teach than the ordinary native 

speaker. All teachers of English here in 

J apan know their J apanese mother tongue， 

and must know English quite welL Maybe 

not in the same way as a native speaker but 

veryρossibly z.n a way which αρproaches the 

needs 01 the students much more. 

The monolingual native speaker (and he 

is the one we meet in 99 out of 100 cases 

in J apan) presents a couple of drawbacks. 

First， the three negative factors mentioned 

earlier for all native language teachers are 

particularly prominent in the monolingual 

native speaker who has no idea of what it 

means出atlanguages紅 edifferent. Second， 

in spite of all warnings to speak slowly 

but naturally to the students so they get a 

chance to understand him. he either fails 

to do this or， in slowing down， he distorts 

the language and produces overcareful 

forms. Intellectually he realizes the need 

for slowing down， because he has heard 

speakers of foreign languages and he has 

found that “they talk too fast." Practically 

it is much more di伍cultto get him to slow 

down in a natural fashion than the native 

spe法erwho has learned another language 

and is painfully aware of this problem. 

Third and most important， he entirely 

underestimates the problem of acquiring 

just a limited command of another language. 

Even many years of studying a foreign 

language help little towards understanding 

and appreciating how difficult it is to use 

one， unless you have actually tried yourself 

to sρeak a loreign language sometimes 

for hours and hours， on any subject from 

philosophy to rocketry， from cooking to 

abstract art fluently， pleasantly， sensibly. 

The learner may not set his goal as high as 

that， as 1 said before， but the monolingual 

native speaker very often does， on behalf of 

his students， not knowing what he requires 

of them. 

The American with just a couple of years 

of German in college， plus a summer spent 

in Europe， is， to all intents and purposes， a 

monolingual native speaker of English. Only 

long personal experience with a foreign 

language， not good-will and understanding， 

can ever prep訂 ethe teacher to appreciate 

what it takes to learn another language. 

The good non-native teacher always has 

this experience. 

One might think that a natural bilingual 

speaker， brought up with both the language 

of the learner and the language he is going 

to teach， would be the ideal language 

teacher; that， for instance， a Nisei from 

Hawaii would be the best English teacher 

to a J apanese. 1 do not believe that this is 

so， because the natural bilingual， like the 

monolingual native speaker， has not been 

through the process of learning either of 
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those two languages the same way the 

student must. The fact that he can say 

anything he wants to in the two languages 

does not qualify him especially to teach 

others to do the same thing. 

(6) All said so far about native speakers 

and mono聞 lingualvs. non-monolingual native 

speakers applies， to some extent， even to 

native speakers with linguistic training. 1 

know that a number of linguists who are at 

the same time native speakers of English 

who have come to J apan over the years in 
order to teach you how to teach English. 1 

sincerely wonder how much good this is， as 

long as these people have not themselves 

really learned a foreign language (which 

some of them have， it is trueトand1 mean 

more than being able to read a German 

book without a dictionary. 1 do not believe 

that their linguistic training added to their 

native command of English helps much in 

the classroom， or even in designing English 

textbooks for this country. Linguistic 

training makes you understand the nature 

of the problems it helps little towards 

solving them. In my judgment as a learner 

and teacher of several languages， the 

practical experience of learning and really 

using a foreign language is worth many 

times more than theoretical linguistic 

training. This is especially true， of course， 

when good textbooks， based on modern 

linguistic analyses， are already available. 

It is good to know about phonemes， 

morphemes， and so on， but if you have 

a choice， it is much better to learn one 

foreign language really well， plus some 

practical hints for classroom procedure. 

The non-native teacher should learn the 

language he is going to teach; the native 

teacher should learn the language of those 

he is going to teach. Best of all， of course， 

is both knowledge of a foreign language 

and of linguistics. Incidentally， 1 sometimes 

wonder whether American French teacher 

would ever accept recommendations for 

teaching French in America coming from 

French linguists w ho spoke only French. 

Simply stated， nobody not even linguists-

ought to be permitted to teach or assist in 

teaching a foreign language unless he has 

learned one. This is so simple that most 

language pedagogues fail to see it. What 

is interesting in this respect is that it is 

not very important whether the foreign 

language the native speaker learns is that 

of the learner or some other language. An 

American who has learned Swahili well but 

does not know much about linguistics is， in 

my opinion， definitely a better teacher of 

English to J apanese， everything else equal， 

than an American who knows only English 

and a lot of linguistics. 

(7) The pro blems considered in the 

foregoing are particularly true when the 

native speaker functions as a teacher. But 

there is one problem which紅白eswhether 

he teaches himself or is only assisting the 

teacher as an informant: the ρsychological 

ρroblem. There he sits， this perfect model 

of English (or whatever) in the classroom-

friendly， smiling and doing his tricks. He is 

like the juggler in a circus with all his balls. 

Suppose you wanted to learn his art， and all 

he would do was to juggle the balls around 

in front of you， whenever you or the teacher 

asked him to， without ever dropping one. 

Watching the native speaker perform his art 

つ臼
司
、

υ



so perfectly， so easily， smiling， relaxed， and 

always saying “Just do like me" can have 

only one effect on the student: to discourage 

him. 1 think it is a factor often neglected 

that in bringing the native speaker into the 

classroom， we immediately run up against 

a psychological barrier. It is di血cultenough 

to get the students to the point where they 

overcome their self-consciousness in front of 

their own teacher. With the perfect model 

in the classroom. the students become even 

more shy and less confident of themselves. 

The inability on the part of the learner to 

communicate with the native speaker， to 

answer his questions， to紅巳1ewi出 him，to 

talk back at him all出iseasily leads to出e

point where the learner feels inferior and 

being spoken down to. A “you come and 

learn my language for an hour and 1 will 

show you" attitude builds up in the learner 

as a result of his frustration. Conversely， 

the native speaker is tempted to exploit his 

vantage point， consciously or unconsciously. 

Very easily the relation between native 

speaker and class resembles that of master 

and slave - and in a certain sense， of 

course， the native speaker is the master， the 

authority， the man who has all the answers. 

The students can never hope to accomplish 

the same thing， not in a lifetime. 

(8) With all this in mind，卸hatuse can we 

β:nd for the native speaker? First， since he 

is an inexhaustible， untiring source of the 

foreign language， we can think of having 

him appear in class， as we might have a 

live specimen of a strange race， to produce 

samples of his language under careful 

control. He can be a very useful assistant 

whenever demonstrations of pronunciation 

are wanted. He can check patterns and 

words. But he should remain under the 

control of the teacher at all times. The 

teacher should not let the native speaker 

go out on his own， because unless he is 

very well trained and sophisticated， he 

will wander off beyond control， using bits 

of vocabulary that have not yet been 

introduced and patterns with which the 

students are not yet familiar， etc. The 

more freedom he is given， the more he 

takes over the .class， and the more the 

teacher is reduced to an interpreter. It 

should be particularly avoided to use the 

native speaker as the only teacher and 1 

speak here from my personal experience 

as a native teacher.In addition to things 

already mentioned， he is notoriously 

liable to forget which patterns he has 

already taught and which ones not yet 

in phonology，morphology，syntax， because 

everything in the language is so familiar 

and non-problematic to him. The non-native 

teacher very rarely does that， because he 

remembers how he himself went through 

the whole process of taking up pattern after 

pattern. Even when he tries to talk freely 

to the class in the foreign language， he will 

normally have a much better grasp of what 

has been taught and what has not. 

In my opinion， then， the native speaker 

should be used in the classroom only with 

very considerable restraint， especially in 

the beginning stages， only as a source of 

language， and always under full control by 

a non-native speaker. The simplest way to 

avoid all the complications of working with 

a native informant is not to have any-

which is in most cases the best solution. 
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Second， we can use the native speaker 

by having him prepare tapes in advance. 

However. he should not determine on 

his own what to record; rather the non-

native teacher should use him to record 

on tape a series of texts arranged by him 

according to a careful schedule of grading 

and di血culty.The use of such tapes makes 

it possible for teachers to have actual 

samples of the language， but still remains 

control of the situation in the classroom. He 

knows exactly what is on the tape. He can 

rehearse the whole thing at home. There is 

no psychological barrier. The native speaker 

does not look at the students and embarrass 

them and expect them to answer him back. 

He is still there as a perfect model of the 

language: he is on the tape. 

Third， the native speaker of a language 

can be used very profitably as a collaborator 

in making textbooks. As for using him 

to prepare teaching materials all by 

himself， it should always be remembered， 

however， that he is alarmingly unable 

to grade lessons， and the like， according 

to difficulty; he cannot see， for instance， 

whether the prepositions or the verbs offer 

more pro blems to the learner of this or 

that language. Under no circumstances， 

therefore， should he write the textbooks 

alone. In J apan， for example， a J apanese 

linguist一一orEnglish teacher or both should 

supervise the project of writing a series of 

textbooks. The native speaker (or a group 

of native speakers) could give invaluable 

help in supplying the materials needed， in 

correcting the errors that will occur when 

a non-native speaker writes a textbook of a 

foreign language， but he should not directly 

undertake to write it. 

Does this mean that we hardly ever 

need the native speaker in the classroom? 

No， I think the native speaker can do a lot 

of good in the classroom at the veηlαte 

stlαges; for the first two or three or four 

years， the native speaker should only make 

very occasional appearances in class. When 

the students have learned the patterns of 

the language so that they can just about 

master a certain amount of conversation， 

understand what they hear on the radio 

if slow speech is used， then is the time 

to have the native speaker come into the 

classroom. After all， our goal is to prepare 

students for the eventual encounter with 

the native speaker at home or abroad-

the first one may profitably be arranged in 

the classroom. Then he will no longer be a 

psychological stumbling block， but rather an 

encouragement to the students:“Really， it 

works!" 

(9) Who， then， is the best foreign language 

teacher? I think that the good non-native 

speaker of the target language preferably 

with some linguistic training working 

alone with his students Is the best teacher 

everything else being equal. All the way we 

have tacitly assumed that he has a fairly 

good knowledge of the target language 

himself. We should also add that he should 

use good textbooks and tapes prep訂 edwi出

the assistance of native speakers. But I will 

maintain that even if he does not have a 

first-rate command of the target language， 

such a teacher is still far more serviceable 

than the native speaker. The fact出atsuch 

a foreign language teacher is bound to make 

a few mistakes which would make the 
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native speaker blush is quite insign併cant.

The psychological factor that the students 

know that this man sees their problems 

their way and they can talk to him about 

them， that he has been through the whole 

same process they are going through， and 

succeeded in reaching their own limited 

goal is more important. 

(10) Watching English teaching here in Japan 

on television as 1 have done frequently， 

1 have been struck by the variety of 

programs devoted to English teaching. 

There are several excellent programs but 

also some very poor ones; however， some 

people are bound to learn more English 

from all of them. Programs like those of 

Professor Moore and Professor Tazaki are 

among the more interesting ones to watch， 

because they both use the direct method. 

These two excellent teachers， one a native， 

the other a non-native speaker of English， 

have been collaborating sometimes and done 

so very successfully. But it is really more 

interesting to compare their programs in 

the light of the preceding viewpoints: that is， 

to see how， and for what purpose the native 

speaker is used in them. 1 am told that our 

non-native teacher makes an occasional 

mistake in his English television programs. 1 

do not血ld仕出 important.1 think it is much 

more important that he quite obviously 

knows where his students' problems are 

and helps them solve them by explaining 

in their own language. Only he who wears 

出eshoe can tell where it hurts. 

Our native TV teacher， for good reason， 

relies much more on the mere use of 

English in conversation by native speakers 

to get new points across. In accordance wi也

the general trend of thought here presented， 

1 believe that a program like Tazaki's may 

serve the limited goals of the average 

J apanese learner of English very well. It is 

about as near the ideal as you get in foreign 

language television teaching. Moore's 

program requires a very substantial English 

background and will serve the selected few. 

At ICU we have also had some experience 

with language teaching. The two main 

programs we have are an intensive one-year 

course in English for J apanese， and a similar 

course in J apanese for foreigners. Both are 

very good and have obtained remarkable 

results. We have been， on the whole， more 

successful with the English programs in 

the sense that our J apanese students have 

learned to speak better English than our 

foreign students have learned to speak 

J apanese. There are several reasons for this， 

not least， that our J apanese students have 

all had some English before; but the decisive 

factor seems to me to be the fact that we 

have J apanese teachers in our Freshman 

English Program， whereas in our Japanese 

Program there is not a single non-Japanese 

teacher. 

In theory it sounds very reasonable that 

J apanese should be taught by J apanese， and 

by J apanese only， but in practice students 

sometimes are frustrated by not being able 

to get answers to questions like “What 

is the difference betweenは andが ?"in

terms of English structure， from the native 

speaker. If， on the other hand， the J apanese 

learner of English asks the question “When 

do you use 'the' and when do you use ‘a'?" 

one of our J apanese teachers of English can 

help him understand this difference much 
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better in terms of J apanese structure， than 

the native speaker of English. 

(11) 1 know and hope that my remarks 

are going to provoke critical comment. 1 also 

know that 1 have exaggerated somewhat 

and that 1 have stretched analogies too 

far. But 1 want to say these things clearly， 

because 1 think the role of the native 

speaker in foreign language teaching has a 

much too prominent position in the minds 

of many in J apan， both laymen and scholars. 

As an automatic correlate to this. it has 

long been fashionable in J apan and abroad， 

to minimize the work and the ability of 

the J apanese English teacher. If J apanese 
students seem to have more difficulty 

learning English than many others， this is 

primarily traceable to profound structural 

differences between the two languages. 

The foregoing is based， as 1 said， on my 

own experiences. 1 do not think 1 shall ever 

again want to teach my native Dutch-

except maybe as an informant. 1 would 

like to reassure you， in these concluding 

remarks， that the direct approach， using the 

foreign language orally in the classroom， 

as advocated also by this group， is the only 

approach to language teaching which can 

hope to be successful. All 1 wanted to say 

was to point to some factors which explain 

why it is that the non-native speaker with a 

moderate command of the foreign language 

and a collection of good tapes may obtain， 

and often does obtain. better results with 

the Direct Method than the native speaker， 

whether he works alone， or with an 

mstructor. (Concluded) 

Niels Ege was born in 1927. He took up 

studies at the University of Copenhagen， 

at first at the Faculty of Law but soon 

transferred to comparative Indo-European 

philology. During his student years， he 

took courses at Yale in 1951-1952 where 

he acquired an interest in J apanese. Thus 
in 1962， he went to J apan where he taught 
linguistics at the International Christian 

University in Tokyo. From Tokyo， Ege 

went to Berkeley， California， where during 

his stay from 1965 to 1968 he was able to 

witness at close range the turmoil around 

the theory of transformational generative 

grammar. He returned to Denmark in 

1968. 

田崎清忠氏
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日本支部活動報

(2012年 8月""'2013年 7月)

2012年

8月 11~ 13日

9月 29日

夏期英語教授法セミナ一 国立オリンピック記念青少年総合センタ一

月例会 目黒区田道住区センター

モ「ア like (EP 2， 10) 黒瀬るみ

10 月 27~28日

10月28日

Basic Basic English/400 Generalより (n)

秋のセミナー/月例会 国立オリンピック記念青少年総合センター

デモ mind， statement (EP2， 86-7) 加藤准子

12月22日

デモ

月例会

授業見学

トーク

月例会

デモ

トーク

The Money Box (Basic Reading Book 1) 
志木ニュータウン集会所

小学4年生の授業 its (EP 1， 25) 

「小学生クラスの困難さについてJ
津田塾大学同窓会会議室

keep (EP 1， 96) 

「場面を反映した英語のイントネーション諸相」

黒瀬るみ

11月23日

新井 等

新井 等

大野晴美

伊達民和

2013年

1月6日 ム一品例

モ
月

デ

神奈川県民センタ-

There is/ are (EP 1.37) 唐木田照代

3月30日

Basic Basic English/400 Generalより (0)

Basic English W orkshop/月例会

オリンピック記念青少年総合センタ-

Wind (Basic Reading Book 2) 多羅深雪

“Little words， big grammar"“Big words， small grammar" 

とベーシックイングリッシュ」 相沢佳子

東京 1日セミナー/月例会 三田いきいきプラザ

デモ

トーク

2月9，- ， 10日

2月9日

4月20日

デモ

トーク

月例会

デモ

トーク

make (EP 1， 91) 

iBasic Englishの理論」

目黒区田道住区センター

go (EP 1，29) 

伴野温子

新井 等

伊藤千津子

5月 18日 ム一品例

モ
月

デ

「私の Learnersにとって難しいとおもわれる Basic

Englishの文」 菅生由紀子

目黒区田道住区センター

see， sees (EP 1， 41) 猪俣徳枝

5 月 25~26日

6月22日

Basic Basic English/400 Generalより (p)

GDM発音ワークショップ オリンピック記念青少年総合センタ一

入門セミナー すみだ産業会館
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7月27日

1) 1時間目の授業

その解説と理論について

2) in，onから takeへ
その解説と授業の組み立て方について

月例会/総会 目黒区田道住区センター

デモ go (EPl， 29) 

植田恵 子

唐木田照代

大野晴美

瀬 るみ

田 中 大介

西日本支部活動報ロ

(2012年9月'"'J2013年8月)

2012年

9月19日 月例会

デモ①

デモ②

デモ③

デモ④

大阪市立総合生涯学習センタ-

1， Y ou， He， She， It (EP 1， 1-2) 

here， there (EP 1， 5) 

This， That my， your (EP 1， 8・11)

in/on (EP 1， 11) 

松浦尚子

山崎典子

西島正弘

河村由里子

11月 18日

12月16日

Basic English勉強会

トーク fBasic Englishの派生語変形」 坪田 英孝

月例会 大阪市立総合生涯学習センター

デモ① off-take (EP 1， 14) 麻田暁枝

デモ② which (EP 1， 50) 此枝洋 子

Basic English勉強会 「基本語で考える英文整序法/語配列の手}II買」

“Talk in Basic English" 

初級セミナー 大阪市立総合生涯学習センタ一

月例会 大阪市立総合生涯学習センター

10月27日

デモ

トーク

weather (EP 2， 95) 

「奈良市立小学校英語授業を見学して」

此枝洋 子

松 川 和 子

Basic English勉強会「基本語で考える英文整序法/語配列の手順J回

答についての質問を著者後藤寛氏にお送りし，

お返事をいただいた内容の報告。

2013年

1月27日 月例会

デモ①

デモ②

大阪市立総合生涯学習センタ-

go (EP 1， 29) 

like (EP 2， 10) 

麻田暁 枝

山崎典子

2月24日

Basic English勉強会「基本語で考える英文整序法/語配列の手順」

“Talk in Basic English" 

月例会 大阪市立総合生涯学習センター

デモ① see (EP 1， 41) 河村由里子

。δq
t
u
 



デモ② touching (EP 2， 10) 此枝洋子

Basic English勉強会

トーク① iBiblein Basic Englishに於ける聖

の例」

-韻文語棄の派生語変形

坪田英孝

3月 16日， 17日

トーク② Which are the words of Basic English? 

初級・中級セミナー INKYOTO/月例会

ザ・パレスサイドホテル(京都)

佐藤正人

片桐ユズル

デモ

トーク

if (EP 2，82) 

4月 14日 月例会

デモ①

デモ②

rBASICに落ち着いた言語の simpleとはどういうこと

か?j 片桐ユズル

大阪市立総合生涯学習センター

When (EP 1， 72) 

work (EP 2， 108-112) 

麻田暁枝

松川和子

5月 18日

“Talk in Basic English" 

月例会 大阪市立総合生涯学習センター

デモ

DVD視聴

was (EP 1， 15) 

小牧市三淵小学校2∞7年(授業者松浦

山崎典子

克己氏)

6月 26日

“Talk in Basic English" 

GDM初級一日セミナー 大阪市立総合生涯学習センター

7月21日

(1)模擬授業:①1，Y ou， He， She， It ②here，there 

(2)模擬授業(進んだところの授業として): taking/took 

(3) DVD視聴

(4) トレーニング

(5) GDMの理論

月例会・総会 大阪市立総合生涯学習センター

デモ① my， your (EP 1， 11・13)

デモ② How much (EP 2，14) 

西日本支部総会

夏期英語教授法セミナ一 国立オリンピック記念青少年総合センター

河村由里子

山崎典子

8 月 14 日~ 16日

記

た，特別記事を掲載しました。随分と昔の講

演ですが，その内容は，今日の英語教育にお

いても relevantであると思います。その中

で特に注目したことを いくつか挙げてみま

す。

(0自分は日本語を含めて幾つかの外国

今回は原稿数が非常に少なく，最悪の場合

は2年分を合わせる必要があるかも知れな

いと危倶しました。しかし，それでは year

bookにはならず，また，寄稿された人に失

礼になります。異例なこととは思いますが，

集者自ら原稿を書くことに決めました。ま

n
y
 

q
J
 



• 

ー

語を学んだが， native speakersの tutors

は役に立たなかった“Theycannot see my 

problems my way."一方， non-native speakers 

として外国語を習得した人から教わったこと

が一番に役に立ったo (ii)外国語を学ぶとき

に，子どもが母語を身に付けていく状況をで

きるだけ真似るほうがよいという考え方があ

るが，それは，無意識的言語習得と意識的言

語学習のプロセスを混同した誤った考えであ

るo (iii)基本的な発音は別として，学習者

はguideand explainする人が必要であって，

入門期には nativespeakersは必要ではない。

邪魔なことさえある。(iv) 英語の native

speakersは，母語を習得した記憶と経験が

ないので上手く教えることができない。彼ら

は，学習者にとって英語の何か比較的学び

やすくて，何が難しいのかを判断できない。

例えば， 6年も英語を学習したにもかかわら

ず，学習者が冠詞や前置詞を間違って使うこ

とが理解できないo "After all， this is such a 

simple basic pattern."と言う O 彼らが英語を

自由に操るのを目前にして，学習者は劣等感

をもつだけである o ( v ) monolingual native 

speakersは，外国語を学ぶことに伴う学習

• 

プロセス，心理状態などを理解できないので，

一方的に教え込もうとする O 自ら外国語を学

んだ経験のない者は，教える資格がない。世

にそのような無資格の講師が蹴麗している。

(vi) native speakersとの teamteaching に

は様々な問題がある。解決策は一つだけある。

それは彼らを教室に導入しないことである，

[that] is in most cases the best solution". 

私自身，英語教師を長年やってきた経験か

ら見て， Ege氏の言っていることに何度も膝

を打ちました。彼は 吉沢美穂さんと同じく

国際基督教大学で教えていた関係で，多分講

演を引き受けたと思いますが， 日本におけ

る英語教育のことをよく理解し， 日本人教

師にエールを送っていますが，英語の native

speakersは耳が痛かったでしょう O

私個人は，音声面で GDMの後方支援する

人たちの l人ですが，願いは， EPの音声資

料であるI.A.Richards制作のレコード版が

CD版に収録されて，できるだけ多くの人た

ちが入手できるようになることです。市販の

CD版は教育的配慮の観点から consistency

に欠けています。

(伊達 民 和)

， 
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